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【
要
約
】
　
商
君
変
法
に
は
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
そ
の
史
実
性
の
問
題
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
噸
史
記
』
の
商
忍
関
係
の
記
述
の

包
括
的
分
析
に
基
づ
き
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
。
第
一
章
で
は
、
秦
本
紀
・
商
君
列
伝
・
六
国
年
表
を
比
較
検
討
し
て
、
こ
れ
ら
の
商
慰
関
係
の
記
述

の
先
後
、
『
史
記
撫
が
利
用
し
た
商
君
関
係
資
料
の
概
要
、
管
史
記
』
の
創
作
の
あ
り
か
た
を
確
認
す
る
。
第
二
章
で
は
、
秦
本
紀
・
商
君
列
伝
の
矛
盾
を

手
掛
か
り
に
、
通
説
と
異
な
り
、
『
史
記
撫
が
変
法
開
始
を
孝
公
元
年
に
置
く
こ
と
を
確
認
す
る
。
『
史
記
』
以
前
の
商
君
説
話
は
、
変
法
期
間
を
十
年
程

度
と
す
る
が
、
年
代
記
的
資
料
の
実
在
の
商
君
は
孝
公
二
十
四
年
の
ほ
ぼ
全
期
間
に
わ
た
っ
て
活
動
す
る
。
『
史
記
』
が
こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
、

～
つ
の
説
話
の
起
点
を
孝
公
元
年
に
、
今
一
つ
の
説
話
の
終
点
を
二
十
四
年
に
置
く
こ
と
を
確
認
す
る
。
第
三
章
で
は
、
変
法
関
係
の
記
述
を
分
析
し
、

年
代
記
的
資
料
と
の
矛
盾
を
内
包
す
る
第
一
次
変
法
の
記
述
は
、
法
家
が
無
雑
を
理
想
の
変
法
者
と
し
て
記
号
化
し
た
の
ち
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、
第
二
次
変
法
の
記
述
は
、
年
代
記
的
部
分
を
も
含
む
が
、
肝
虚
蝉
は
、
漢
代
以
降
、
商
君
に
附
会
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
。
『
史
記
』

の
商
君
関
係
の
記
事
に
は
、
年
代
記
的
記
述
、
法
家
す
な
わ
ち
嘉
詩
聡
慧
以
降
に
成
立
し
た
秦
の
豊
津
学
派
の
説
話
、
秦
・
商
君
が
否
定
的
に
記
号
化
さ

れ
た
足
代
以
降
の
儒
家
の
説
話
が
混
在
す
る
。
年
代
記
な
ど
の
確
実
な
資
料
に
よ
る
限
り
、
商
君
変
法
の
史
実
性
は
認
め
が
た
い
。
近
年
増
加
し
つ
つ
あ

る
戦
国
秦
漢
出
土
文
字
資
料
を
扱
う
に
際
し
て
、
商
君
変
法
な
る
「
史
実
」
を
自
明
の
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
個
の
「
歴
史
認
識
」
と
し
て
相
国

化
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
三
巻
臨
急
　
二
〇
〇
〇
年
七
月

序

言

二
〇
世
紀
の
中
園
古
代
史
研
究
に
お
い
て
、
最
も
多
く
の
研
究
者
の
参
加
を
得
た
問
題
の
一
つ
が
、
商
君
変
法
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
か

ろ
う
。
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日
本
で
は
、
戦
前
に
降
隠
制
に
関
わ
る
研
究
が
す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
基
本
的
に
は
田
制
に
関
心
を
限
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
う

し
た
腸
踏
を
脱
す
る
に
は
戦
後
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
西
嶋
定
生
「
漢
代
の
土
地
所
有
制
　
　
特
に
名
田
と
占
田
に
つ
い
て
i
！
」

（『

j
学
雑
誌
』
五
八
…
…
、
一
九
四
九
）
は
、
二
代
の
「
名
田
」
の
起
源
と
し
て
、
商
君
列
伝
の
「
名
田
宅
」
を
取
り
上
げ
、
商
君
変
法
に
属
す

る
諸
政
策
に
つ
い
て
簡
潔
だ
が
包
括
的
な
評
価
を
与
え
た
。
特
に
留
意
す
べ
き
は
、
商
号
説
話
に
対
す
る
西
嶋
氏
の
認
識
で
あ
る
。
氏
は
変
法

説
話
の
史
実
性
に
懐
疑
を
示
し
つ
つ
も
、
変
法
が
秦
の
統
一
を
完
成
さ
せ
た
契
機
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
と
い
う
点
に
、
「
商
鞍
あ
る
い
は
秦
と

い
う
量
ハ
体
者
の
も
つ
個
別
性
を
止
揚
し
て
」
「
秦
漢
統
【
国
家
の
形
成
に
結
果
す
る
契
機
的
理
法
が
」
「
集
約
的
に
旦
ハ
現
さ
れ
て
」
お
り
、
「
そ

の
意
味
か
ら
の
み
中
国
古
代
統
一
国
家
形
成
の
系
譜
的
発
端
と
し
て
商
鞍
説
話
を
問
題
と
し
て
採
上
げ
得
る
意
義
が
是
認
さ
れ
る
」
、
と
さ
れ

た
。　

周
知
の
如
く
、
こ
の
論
文
な
ど
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
西
嶋
旧
説
に
対
し
、
～
九
五
〇
年
代
に
は
諸
氏
が
批
判
を
呈
し
、
こ
れ
を
受
け
た
西
嶋

氏
は
『
中
国
古
代
帝
国
の
形
成
と
構
造
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
一
）
に
よ
っ
て
西
嶋
新
説
を
再
提
起
さ
れ
た
。
五
〇
年
代
の
「
論
争
の
時

代
」
に
お
い
て
、
商
君
変
法
に
関
わ
る
研
究
も
、
西
嶋
氏
が
新
説
に
て
詳
細
な
所
見
を
提
示
す
る
な
ど
、
著
し
い
蓄
積
を
得
た
。
こ
れ
が
今
日

に
至
る
商
君
変
法
研
究
の
出
発
点
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
見
の
限
り
で
は
、
西
嶋
氏
が
か
つ
て
留
保
し
た
変
法
説
話
の
史
実
性

の
問
題
が
正
面
か
ら
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
一
九
七
一
｝
年
の
日
中
国
交
回
復
、
『
文
物
』
『
考
古
』
『
考
古
学
報
』
復
刊
は
、
と
り
わ
け
古
代
史
に
お
け
る
大
き
な
転
…
機
と
な
っ
た
。
｝
九

七
五
年
の
雲
夢
睡
質
地
皇
尊
を
は
じ
め
と
す
る
戦
国
秦
漢
出
土
文
字
資
料
の
発
見
に
よ
り
、
八
○
年
代
以
降
、
秦
史
さ
ら
に
は
戦
国
史
研
究
が

活
況
を
呈
し
て
い
る
が
、
五
〇
年
代
と
の
最
も
重
大
な
相
違
は
、
戦
国
期
の
具
体
的
な
状
況
が
、
地
域
差
さ
ら
に
は
時
代
差
を
伴
っ
て
認
識
し

う
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
定
の
出
土
資
料
に
基
づ
く
こ
と
で
、
時
代
・
地
域
を
限
定
し
た
「
実
証
」
研
究
が
可
能
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
よ
し
あ
し
で
あ
っ
て
、
よ
り
基
本
的
な
枠
組
み
で
は
慨
来
の
「
定
説
」
に
実
質
的
に
依
存
し
た
ま
ま
で
、
細
部
に
対
す
る
個
別
的
な

「
実
証
」
研
究
が
増
大
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
末
端
肥
大
的
状
況
に
加
速
度
的
に
陥
り
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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こ
う
し
た
視
点
に
基
づ
き
、
本
稿
は
、

氏
が
「
具
体
者
の
も
つ
個
別
性
を
止
揚
」

提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

職
史
記
』
の
商
君
関
係
資
料
の
包
括
的
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
戦
後
歴
史
学
の
開
頭
に
お
い
て
西
嶋

し
た
結
果
、
事
実
上
等
閑
に
附
さ
れ
て
き
た
、
番
線
変
法
の
史
実
性
の
問
題
に
つ
き
若
干
の
私
見
を

第
一
章
　
商
君
に
関
わ
る
記
述

　
商
君
に
関
わ
る
基
礎
的
資
料
は
『
史
記
』
だ
が
、

そ
の
他
の
間
で
往
々
に
出
入
り
が
あ
る
。
先
ず
は
、

こ
う
。

そ
の
秦
関
係
の
記
述
は
、
秦
本
紀
・
六
国
年
表
（
以
下
、
「
紀
」
「
表
」
と
略
称
）
あ
る
い
は

紀
・
表
の
秦
孝
公
部
分
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
の
特
徴
を
確
認
し
て
お

商霜変法研究序説（吉本）

［
秦
本
紀
］

孝
公
元
年
、

河
回
山
以
東
彊
国
山
ハ
、
与
・
斉
月
威
・
綜
疋
宕
丁
軸
魏
甫
心
・
薪
…
憧
∵
韓
議
暴
・
柚
魍
成
侯
並
、

…
…
孝
公
於
是
布
恵
、
振
孤
寡
、
招
戦
士
、
明
功
賞
、
下
令
国
中
日
、
…
…

於
是
乃
出
兵
東
囲
陳
城
、
西
斬
戎
之
源
王
、
衛
鞍
聞
是
令
下
、
西
入
秦
、
因

景
監
求
見
孝
公
、

二
年
、
天
子
致
昨
、

三
年
、
衛
鞍
説
孝
公
変
法
修
刑
、
内
務
耕
稼
、
外
勧
戦
死
之
賞
罰
、
孝
公
善

之
、
甘
龍
・
杜
摯
等
弗
然
、
相
与
争
之
、
卒
用
軟
法
、
百
姓
苦
之
、
居
三
年
、

百
姓
便
之
、
乃
拝
鞍
為
左
庶
長
、
其
事
在
商
君
語
中
、

七
年
、
与
魏
恵
王
会
杜
平
、

［⊥

n
園
…
年
士
衣
・
秦
表
］

秦
孝
公
元
年
　
碁
星
見
西
方
、

二
　
天
子
致
昨
、

七
与
魏
王
会
杜
平
、
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八
年
、
与
魏
戦
元
里
、
有
功
、

十
年
、
衛
軟
為
大
良
造
、
将
兵
囲
謙
辞
邑
、
降
之
、

十
二
年
、
作
為
成
陽
、

　
　
　
　
①

縣
一
令
、
一
工
十
～
縣
、

十
四
年
、
初
為
賦
、

十
九
年
、
天
子
致
伯
、

二
十
年
、
諸
侯
畢
賀
、

二
十
一
年
、

斉
敗
引
馬
陵
、

築
翼
閾
、
秦
徒
都
之
、
拝
諸
小
郷
聚
、

為
田
開
粁
晒
、
東
地
渡
洛
、

集
為
大
病
、

秦
使
公
子
少
官
彫
師
会
諸
侯
逢
沢
、
朝
天
子
、

二
十
二
年
、
衛
鞍
撃
魏
、
虜
魏
公
子
印
、
封
軟
為
列
侯
、
号
商
艦
、

二
十
四
年
、
与
晋
戦
鷹
門
、
虜
其
将
魏
錯
、

（
魏
表
「
（
恵
王
）
十
六
　
与
秦
孝
公
会
杜
平
」
）

八
　
与
魏
戦
元
里
、
斬
首
七
千
、
取
少
梁
、

（
魏
表
「
（
恵
王
）
十
七
　
与
秦
戦
元
里
、
秦
取
我
少
梁
扁
）

十
　
衛
公
孫
軟
為
大
良
造
、
伐
安
邑
、
降
龍
、

十
一
　
城
商
塞
、
衛
鞍
囲
間
陽
、
降
之
、

十
一
一
蕊
取
小
邑
為

三
十
一
縣
、
令
、
為
田
開
粁
踊
、

（
魏
表
又
恵
王
）
二
十
一
　
与
秦
遇
形
」
）

十
三
　
初
為
縣
有
秩
史
、

十
四
　
初
為
賦
、

十
九
　
城
武
城
、
従
東
方
牡
丘
来
帰
、
天
子
致
伯
、

（
周
表
只
顕
王
）
二
十
六
　
致
伯
秦
」
）

二
十
　
諸
侯
畢
賀
、
会
諸
侯
子
沢
、
朝
天
子
、

二
十
一
　
馬
生
入
、

（
魏
表
「
（
恵
王
）
三
十
　
斉
虜
我
太
子
申
、
殺
将
軍
鹿
潤
」
・
斉
表
「
（
宣

王
）
一
一
敗
魏
馬
陵
、
田
忌
・
田
嬰
・
田
胎
将
、
孫
子
為
師
扁
）

二
十
二
　
封
大
賢
造
反
鞍
、

（
魏
表
「
（
恵
王
）
三
十
一
　
秦
商
君
伐
我
、
虜
我
公
子
印
」
）

二
十
三
　
与
晋
戦
岸
門
、

二
十
四
　
大
蕩
囲
合
陽
、
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孝
公
卒
、
子
恵
文
君
立
、
是
歳
、
諌
衛
軟
、
鞍
之
初
為
秦
施
法
、
法
不
行
、

太
子
犯
禁
、
鞍
日
、
法
之
不
行
、
自
於
貴
戚
、
三
十
三
行
法
、
先
於
太
子
、

太
子
不
可
鯨
、
鯨
其
傅
師
、
於
是
法
大
用
、
秦
人
治
、
及
孝
公
卒
、
太
子
立
、

宗
室
多
怨
鞍
、
鞍
亡
、
因
以
為
反
、
而
卒
車
裂
以
絢
秦
国
、

孝
公
莞
、
商
君
反
、
死
形
地
、

（
魏
表
「
（
恵
王
）
三
十
三
　
衛
鞍
亡
帰
我
、

我
恐
、
弗
内
」
）

商澹変法研究序説（吉本）

　
表
の
元
年
・
十
｝
年
・
十
三
年
・
十
九
年
・
二
十
一
年
・
二
十
四
年
に
は
紀
に
は
見
え
な
い
記
事
が
あ
る
。
八
年
に
つ
い
て
も
紀
に
は
「
有

功
」
と
し
か
な
い
が
、
表
は
、
「
斬
首
七
千
」
と
詳
細
に
な
り
、
「
取
少
梁
」
は
紀
に
見
え
な
い
。
ま
た
紀
が
二
十
四
年
に
繋
げ
る
「
鷹
門
」
の

戦
を
、
表
は
二
十
三
年
に
繋
げ
、
「
岸
門
」
に
正
し
く
作
る
。

　
　
②

　
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
『
史
記
』
で
は
紀
編
纂
の
後
に
獲
得
さ
れ
た
『
総
記
』
に
拠
っ
て
表
が
編
纂
さ
れ
た
。
紀
孝
公
元
年
の
燕
悼
王
・

韓
哀
思
が
表
の
燕
文
公
・
心
遣
侯
に
矛
盾
す
る
の
は
、
紀
編
纂
段
階
で
、
表
は
勿
論
、
そ
の
直
接
の
祖
型
と
な
っ
た
共
観
年
表
（
原
六
国
年
表
）

が
な
お
未
成
立
だ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
。

　
紀
・
表
の
年
代
記
的
記
述
が
ほ
ぼ
重
複
す
る
の
は
、
紀
の
原
資
料
た
る
秦
年
代
記
（
以
下
「
管
簾
代
書
と
略
称
）
と
『
秦
記
』
と
が
、
岡
系

統
の
資
料
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
表
の
詳
細
さ
は
、
『
筆
記
』
が
よ
り
詳
細
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
す
る
。
そ
の
た
め
『
秦
記
』
獲
得
後
は
も

は
や
紀
あ
る
い
は
秦
年
代
記
は
厳
密
に
は
対
校
さ
れ
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
紀
元
年
の
「
東
城
陳
城
、
西
谷
戎
之
源
王
」
な
る
年
代
記
的
記

述
や
、
二
十
年
の
逢
沢
の
会
に
見
え
る
公
子
少
官
を
表
が
失
載
す
る
の
は
、
表
が
紀
と
の
対
校
を
怠
っ
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
紀
を
何
よ
り
特
徴
付
け
る
の
は
、
元
年
・
三
年
・
十
二
年
間
二
十
四
年
の
商
量
入
秦
・
第
一
次
変
法
・
第
二
次
変
法
・
浴
室
秣
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
関
わ
る
記
述
で
あ
る
。
三
年
の
甘
露
・
杜
摯
と
の
論
争
は
、
『
商
君
書
』
更
法
に
拠
り
、
二
十
二
年
目
魏
公
子
印
を
捕
虜
に
し
た
一
件
は
、

『
呂
氏
春
秋
』
無
事
に
見
え
、
『
戦
国
策
瞼
秦
策
三
「
察
沢
見
逐
於
趙
」
章
に
も
「
欺
旧
交
、
虜
魏
公
子
印
」
と
見
え
る
。
三
年
に
「
其
事
在

　
　
　
　
　
　
　
④

豊
丸
語
中
」
と
あ
る
よ
う
に
、
紀
編
纂
段
階
で
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
を
も
含
め
て
獲
得
さ
れ
て
い
た
商
君
関
係
資
料
を
摘
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
事
実
は
す
で
に
紀
の
黒
黒
重
視
を
明
示
す
る
が
、
分
析
を
進
め
る
と
こ
の
評
価
は
一
層
強
化
さ
れ
る
。
元
年
の
記
述
は
、
「
衛
鞍
毒
心
令

下
、
西
入
秦
、
因
軍
監
求
見
孝
公
」
な
る
商
歯
入
秦
を
導
く
べ
く
、
そ
の
前
に
、
「
於
是
出
丘
ハ
癌
腫
皇
城
、
西
斬
戎
之
源
王
」
な
る
年
代
記
的

記
述
を
挟
ん
で
「
孝
公
於
是
布
恵
」
以
下
が
置
か
れ
、
そ
れ
を
導
く
た
め
に
、
さ
ら
に
そ
の
前
に
「
河
山
以
東
豊
国
六
」
以
下
の
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
置
か
れ
て
い
る
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
紀
の
創
作
た
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
孝
公
於
是
布
野
」
以
下
も
、
「
布
恵
、
振
孤
寡
、
綱
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

士
、
明
功
賞
」
に
は
、
戦
国
晩
期
の
法
家
の
愛
用
す
る
語
彙
が
用
い
ら
れ
、
法
家
の
伝
承
に
基
づ
く
も
の
と
な
る
が
、
「
下
令
日
」
以
下
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

『
史
記
鵬
の
他
所
の
表
現
の
流
用
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
部
分
も
紀
の
創
作
と
な
る
。

　
次
に
商
君
列
伝
（
以
下
門
伝
」
と
略
称
）
を
紀
と
の
比
較
に
お
い
て
検
討
し
よ
う
。

［
商
君
列
伝
］

①
商
君
者
、
衛
之
諸
庶
壁
公
子
也
、
名
鞍
、
姓
公
孫
氏
、
其
祖
本
姫
姓
也
、

鞍
少
好
刑
名
之
学
、
②
a
事
魏
相
公
叔
座
為
中
庶
子
、
公
叔
座
知
其
賢
、
未

及
進
、
b
会
座
病
、
魏
恵
王
親
往
問
病
、
…
…
王
許
諾
薦
去
、
c
公
叔
座
召

軟
謝
日
、
…
…
d
恵
王
既
玄
、
…
…
③
公
叔
既
死
、
公
孫
鞍
上
秦
孝
公
下
令

国
中
求
賢
者
、
将
修
謬
公
之
業
、
東
復
侵
地
、
廼
遂
繭
入
秦
、
因
孝
公
寵
臣

景
監
以
求
見
孝
公
、
孝
公
既
見
衛
鞍
、
…
…

④
a
孝
公
既
用
衛
軟
、
軟
欲
変
法
、
恐
天
下
議
己
、
衛
鞍
日
、
…
…
孝
公
日
、

善
、
柱
龍
日
、
…
…
衛
鞍
日
、
…
…
軍
曹
日
、
…
…
衛
軟
臼
、
…
…
孝
公
日
、

善
、
以
衛
鞍
為
左
庶
長
、
卒
定
理
法
之
令
、
b
令
民
為
什
伍
、
…
…
c
令
既

具
、
未
布
、
恐
民
之
不
信
、
已
乃
立
三
丈
之
木
於
国
都
市
南
門
、
…
…
d
令

行
於
民
碁
年
、
秦
民
之
国
都
言
初
令
之
不
便
者
以
千
数
、
於
是
太
子
犯
法
、

［
秦
本
紀
］

孝
公
元
年
、
…
…

衛
上
聞
是
令
下
、

西
入
秦
、
因

景
監
求
見
孝
公
、

三
年
、
衛
軟
説
孝
公
変
法
修
刑
、
内
務
一
稼
、
外
勧
戦
死
之
賞
罰
、
孝
公
善

之
、
甘
龍
・
杜
繁
等
弗
然
、
相
白
痴
之
、
卒
用
臼
飾
、
百
姓
苦
労
、
居
三
年
、

百
姓
便
之
、
乃
拝
軟
為
左
庶
長
、
其
事
在
証
票
語
中
、
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衛
鞍
日
、
法
之
不
行
、
自
上
犯
之
、
将
法
太
子
、
太
子
、
君
嗣
也
、
不
可
施

刑
、
刑
其
傅
公
子
慶
、
鯨
其
師
公
孫
賓
、
明
日
、
秦
人
皆
趨
令
、
行
之
十
年
、

秦
民
大
説
、
…
…

⑤
於
是
以
鞍
為
大
良
造
、
将
兵
囲
重
安
邑
、
降
之
、

⑥
居
三
年
、
作
為
築
翼
闘
宮
庭
帝
威
陽
、
秦
自
筆
帯
磁
之
、
而
令
民
父
子
兄

弟
同
室
内
息
者
為
禁
、
而
集
小
都
郷
邑
聚
為
縣
、
置
令
・
丞
、
凡
三
十
一
縣
、

為
田
開
陪
階
封
彊
、
而
賦
税
平
、
平
斗
桶
権
衡
丈
尺
、

⑦
行
之
四
年
、
公
子
慶
復
犯
約
、
鋼
之
、

⑧
居
五
年
、
秦
人
富
彊
、
天
子
致
昨
於
孝
公
、

諸
侯
畢
賀
、

⑨
其
明
年
、
斉
敗
魏
兵
於
馬
陵
、
虜
其
太
子
申
、
殺
将
軍
鹿
渦
、

⑩
其
明
年
、
a
衛
鞍
説
孝
公
田
、
…
…
孝
公
以
為
然
、
b
使
衛
軟
将
間
伐
魏
、

魏
使
公
子
印
将
而
撃
之
、
…
…
而
衛
鞍
伏
甲
士
而
襲
虜
魏
公
子
印
、
…
…
c

魏
恵
王
兵
数
破
於
斉
秦
、
国
内
空
、
日
以
削
、
恐
、
乃
使
使
割
河
瀕
之
地
献

於
秦
以
和
、
而
魏
遂
去
安
邑
、
徒
都
大
梁
、
梁
恵
王
日
、
寡
人
恨
不
用
公
叔

座
之
書
也
、
d
衛
鞍
既
破
魏
還
、
秦
封
之
於
・
商
十
五
邑
、
号
為
商
君
、

⑪
商
君
相
秦
十
年
、
宗
室
貴
戚
多
怨
望
者
、
趙
良
見
商
君
、
商
君
日
、
…
…

⑫
後
五
月
而
秦
孝
公
卒
、
太
子
立
、
公
子
慶
之
徒
告
商
事
欲
反
、
発
早
耳
商

君
、
商
翼
墨
銀
関
下
、
嘉
穂
客
舎
、
…
…
去
壷
錐
、
登
第
怨
其
欺
公
子
印
而

破
魏
師
、
弗
受
、
商
鱈
欲
之
他
国
、
魏
人
日
、
商
君
、
秦
之
賊
、
秦
彊
而
賊

十
年
、
衛
鞍
為
大
良
造
、
将
兵
囲
魏
魏
邑
、
降
之
、

十
二
年
、
作
為
成
金
、
築
翼
果
、
秦
徒
都
之
、

井
諸
小
郷
聚
、
集
為
大
縣
、
縣
い
令
、
三
十
一
縣
、

為
田
開
降
陪
、
東
地
渡
洛
、

十
九
年
、
天
子
致
伯
、

二
十
年
、
諸
侯
畢
賀
、
秦
使
公
子
少
官
率
師
会
諸
侯
逢
沢
、

二
十
一
年
、
暴
騰
魏
獲
麟
、

二
十
二
年
、
衛
鞍
撃
魏
、

虜
魏
公
子
印
、

封
面
謁
列
侯
、
号
商
君
、

朝
天
子
、

二
十
四
年
、
…
…
孝
公
卒
、
子
恵
文
区
立
、
是
歳
、
謙
衛
軟
、
…
…
及
孝
公

卒
、
太
子
立
、
宗
室
多
怨
讐
、
鞍
亡
、
因
以
為
反
、
而
卒
車
裂
以
高
等
国
、
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入
魏
、
弗
帰
、
不
可
、
遂
内
秦
、
商
君
既
復
入
秦
、

邑
兵
北
繊
撃
鄭
、
秦
発
兵
攻
商
君
、
殺
之
鄭
盟
池
、

日
、
莫
如
商
君
反
者
、
遂
滅
商
慰
之
家
、

走
商
邑
、
与
其
徒
属
発

秦
恵
王
車
裂
商
君
以
絢
、
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⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
伝
②
b
d
は
『
呂
氏
春
秋
』
長
見
に
見
え
る
が
、
附
加
が
施
さ
れ
、
さ
ら
に
。
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
③
の
景
監
は
、
⑪
に
も
「
今
君

二
見
秦
王
也
、
因
婁
人
景
監
以
無
主
、
非
所
以
為
名
曲
扁
と
見
え
る
。
④
a
は
上
述
の
如
く
繭
商
乱
書
』
更
法
に
拠
り
、
C
の
「
三
士
之
木
」

　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
逸
話
は
、
『
韓
非
子
』
内
儲
説
上
に
呉
起
の
類
似
の
逸
話
が
見
え
る
。

　
①
～
④
に
は
、
④
d
の
「
留
年
」
「
行
之
十
年
」
を
除
き
、
時
間
の
推
移
を
示
す
表
現
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
⑤
以
下
で
は
、
「
居
三
年
」
の

如
き
表
現
が
頻
卜
す
る
よ
う
に
な
る
。
⑤
「
於
是
以
鹿
野
大
良
造
、
将
兵
囲
魏
安
立
、
講
料
」
を
紀
は
十
年
に
繋
げ
る
が
、
こ
れ
以
後
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

伝
の
年
代
観
は
基
本
的
に
紀
に
合
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
⑥
「
居
三
年
」
は
十
年
分
ら
起
算
し
て
十
二
年
、
⑦
「
行
之
四
年
」
の
公
子
虞
処
断

は
紀
に
見
え
な
い
が
、
十
二
年
中
四
年
後
で
十
六
年
と
な
る
。
⑧
「
居
五
年
」
は
十
六
年
か
ら
起
算
し
て
二
十
年
と
な
る
。
「
天
子
致
昨
於
孝

公
」
「
諸
侯
畢
賀
」
は
紀
十
九
年
・
二
十
年
に
見
え
る
が
、
二
つ
の
事
件
が
因
果
関
係
を
も
つ
場
合
、
結
果
と
な
る
事
件
の
年
次
に
原
因
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
事
件
を
も
ま
と
め
る
こ
と
は
例
が
あ
る
。
⑨
「
其
明
年
」
は
二
十
一
年
、
⑩
「
其
明
年
」
は
二
十
二
年
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
⑩
b
の
公
子
印
の
こ
と
は
、
上
述
の
如
く
『
呂
氏
春
秋
』
無
義
に
拠
る
。
勝
山
書
紀
年
』
は
魏
恵
王
二
十
八
年
（
前
三
四
二
、
秦
孝
公
二
＋

年
・
周
顕
王
二
十
七
年
）
に
馬
身
の
戦
を
記
し
、
二
十
九
年
（
前
篇
四
一
、
秦
孝
公
二
十
一
年
・
周
二
王
二
十
八
年
）
に
、
「
九
月
、
秦
衛
軟
無
我
西
鄙
、

十
月
、
…
…
王
聖
恩
鞍
、
我
意
敗
績
」
と
あ
り
、
三
十
年
置
前
三
四
〇
、
秦
孝
公
二
士
一
年
・
周
顕
王
二
＋
九
年
）
に
商
君
封
を
記
す
。
紀
・
表
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
に
皇
陵
の
戦
・
伐
魏
を
一
年
ず
つ
降
す
の
は
、
秦
年
代
記
・
『
秦
記
㎏
編
纂
の
際
に
、
魏
紀
年
を
周
紀
年
に
誤
っ
た
も
の
だ
が
、
と
ま
れ
こ

れ
ら
の
年
代
記
的
記
述
に
商
君
の
対
魏
戦
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
『
竹
書
紀
年
』
に
よ
れ
ば
、
商
君
を
迎
撃
し
た
の
は
公
子
印
な
ら

ぬ
恵
王
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
無
義
の
記
述
に
は
年
次
を
示
唆
す
る
も
の
が
な
い
。
年
代
記
的
記
述
に
は
、
商
君
の
伐
魏
の
み
が
記
さ
れ
て
い
て
、
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魏
の
将
帥
が
見
え
ず
、
そ
こ
で
隅
史
記
触
は
、
こ
の
年
次
に
無
品
の
説
話
を
繋
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
⑩
d
の
「
於
・
商
十
五
邑
」
は

紀
・
表
と
も
に
見
え
な
い
が
、
『
竹
書
紀
年
』
に
、
「
梁
恵
成
王
三
十
年
、
三
王
衛
鞍
無
二
、
改
名
日
商
」
と
郎
（
於
）
・
商
の
地
名
が
見
え
る

こ
と
か
ら
、
秦
年
代
記
や
『
筆
記
』
に
お
い
て
も
同
様
の
年
代
記
的
記
述
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
紀
・
表
は
「
於
・
商
鳳
を
「
商
」
で

代
表
さ
せ
、
「
商
品
」
「
商
工
」
を
記
す
こ
と
で
「
於
・
商
」
の
地
名
を
掲
げ
る
煩
を
省
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
ナ
五
十
」
は
⑪
の
趙
良
の
発

雷
に
「
十
五
都
」
と
見
え
る
。

　
⑩
で
問
題
に
な
る
の
は
、
c
魏
恵
王
の
河
西
割
譲
・
大
梁
遷
都
で
あ
る
。
実
際
の
魏
闘
鶏
の
年
数
は
講
元
三
十
六
年
（
前
三
六
九
⊥
削
三
三

四
）
・
後
元
十
六
年
（
前
志
＝
西
－
前
壁
～
九
）
だ
が
、
『
史
記
』
は
前
差
三
十
六
年
1
1
南
元
元
年
の
年
内
改
元
を
知
ら
ず
、
恵
楽
車
元
を
裏
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

年
数
と
し
て
、
恵
王
三
十
六
年
（
前
三
七
〇
…
前
三
一
一
孟
）
・
嚢
王
十
六
年
（
主
義
三
四
⊥
三
三
～
九
）
の
年
代
観
を
も
つ
。
魏
が
恵
王
の
時
に
河

西
を
割
譲
し
た
こ
と
は
、
馴
孟
子
』
梁
恵
聖
上
に
、
「
西
喪
地
風
秦
七
百
里
」
な
る
藁
薦
の
発
言
が
あ
り
、
周
知
の
事
件
で
あ
っ
た
。
秦
表
恵
文

王
八
年
（
前
三
三
〇
）
に
「
魏
入
河
西
地
子
秦
」
と
あ
る
よ
う
に
、
轟
轟
王
後
元
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
史
記
』
の
誤
っ
た
魏
紀

年
で
は
こ
の
年
次
は
嚢
王
五
年
と
な
る
。
恵
王
の
大
梁
遷
都
も
『
孟
子
』
の
「
梁
」
恵
王
か
ら
周
知
で
あ
り
、
『
愛
書
紀
年
』
は
魏
恵
王
九
年

（
前
三
六
一
）
に
繋
げ
る
。
魏
史
の
推
移
を
た
ど
れ
ば
、
大
梁
遷
都
は
、
秦
の
圧
迫
以
上
に
、
魏
の
中
原
進
出
に
よ
り
強
く
動
機
付
け
ら
れ
て

　
⑯い
る
が
、
圃
史
記
』
は
遷
都
の
年
次
や
動
機
に
関
わ
る
材
料
を
何
ら
も
っ
て
い
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
伝
が
こ
れ
ら
を
商
君
幽
門
に
附
会
し

た
の
は
、
質
誼
過
如
上
が
画
面
変
法
の
結
果
と
し
て
「
於
面
面
人
面
手
塩
取
西
河
館
外
」
と
記
す
こ
と
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
魏
世
家
恵
王

三
十
一
年
（
前
一
一
西
○
）
「
秦
用
商
君
、
東
福
至
河
、
而
斉
・
趙
豊
門
我
、
安
邑
轡
虫
、
於
是
徒
論
大
梁
」
も
伝
の
認
識
を
踏
襲
す
る
。
こ
の
附

会
は
紀
編
纂
の
段
階
で
は
な
お
確
定
し
て
お
ら
ず
、
紀
は
孝
公
十
二
年
（
前
三
五
〇
）
に
「
東
地
上
洛
」
と
記
す
。
池
水
を
渡
れ
ば
河
西
な
の

で
、
事
実
と
し
て
は
河
西
獲
得
で
あ
る
。
魏
世
家
「
五
爵
至
宝
」
と
同
じ
構
文
な
の
で
、
と
も
に
『
史
記
戯
の
創
作
と
な
る
。
紀
編
纂
段
階
で

は
第
二
次
変
法
を
河
西
獲
得
に
関
連
付
け
る
わ
け
だ
が
、
秦
年
代
記
恵
文
王
八
年
（
前
三
三
〇
）
の
河
西
獲
得
に
重
複
し
、
ま
た
過
秦
論
が
史

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

実
に
余
り
厳
密
で
な
い
こ
と
か
ら
、
「
無
地
渡
洛
」
と
表
現
を
ぼ
か
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
伝
は
前
三
三
八
年
の
商
君
諜
殺
で
記
述
が
終
わ
る
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の
で
、
前
三
三
〇
年
と
の
重
複
を
顧
慮
す
る
必
要
が
無
く
、
前
三
四
〇
年
に
大
梁
遷
都
・
河
西
割
譲
を
置
く
が
、
表
は
こ
れ
を
全
く
採
用
せ
ず
、

魏
世
家
も
「
癖
地
平
河
」
と
、
前
三
三
〇
年
の
河
西
割
譲
と
の
並
存
が
可
能
な
表
現
に
改
め
て
い
る
。
c
の
河
西
割
譲
・
大
梁
遷
都
が
商
君
列

伝
編
纂
段
階
の
創
作
で
あ
る
以
上
、
魏
の
「
東
徒
」
を
図
り
開
戦
を
主
張
す
る
a
も
同
時
の
創
作
と
な
る
。
『
史
記
』
の
他
所
に
お
け
る
表
現

　
　
⑱

の
流
用
は
、
そ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
。

　
⑪
の
商
君
・
趙
良
の
対
話
篇
も
秦
本
紀
に
見
え
な
い
が
、
⑦
の
公
子
虞
処
断
が
、
⑪
に
は
「
公
子
粗
率
門
不
出
已
八
年
　
」
と
あ
る
の
で
、

十
六
年
の
八
年
後
で
孝
公
卒
年
の
二
十
四
年
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
⑤
以
下
に
お
け
る
年
次
の
一
致
は
、
伝
の
年
代
観
が
基
本
的
に
紀
に
依
拠
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
伝
に
紀
を
節
略
し
、
さ
ら
に
は
補
足
的

な
説
明
を
施
し
た
記
述
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
こ
れ
を
傍
証
す
る
。
す
な
わ
ち
、
③
「
下
落
侍
中
求
賢
者
」
は
、
紀
「
下
令
国
論
」
に
、
「
賓

客
群
臣
有
能
出
奇
計
彊
秦
者
、
吾
且
尊
官
、
与
之
分
野
」
を
節
略
し
た
「
求
賢
者
」
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
因
孝
公
寵
臣
景
監
以
求
見
孝

公
」
は
、
紀
「
因
景
監
求
見
孝
公
」
の
．
「
景
監
」
に
「
孝
公
寵
臣
」
を
附
加
す
る
が
、
結
果
的
に
「
孝
公
」
が
重
複
し
不
自
然
な
句
と
な
っ
て

い
る
。
⑧
「
天
子
致
咋
於
孝
公
」
は
、
紀
「
影
響
」
が
稀
見
に
属
す
る
た
め
、
「
致
昨
」
と
旦
胴
体
的
に
解
釈
し
た
上
で
、
「
於
孝
公
」
を
補
っ
た

も
の
で
あ
る
。
⑨
「
斉
敗
魏
兵
於
馬
歯
」
は
、
紀
「
斉
敗
魏
馬
陵
」
に
「
兵
」
を
補
い
、
さ
ら
に
、
孫
子
躍
起
列
伝
の
原
資
料
か
ら
「
虜
其
太

子
申
、
殺
将
軍
鷹
潤
」
を
補
っ
て
い
る
。

　
伝
が
紀
に
依
拠
す
る
の
に
対
し
、
魏
表
皮
王
三
十
三
年
「
衛
七
難
帰
我
」
「
弗
内
」
が
各
々
伝
「
商
君
亡
至
関
下
」
「
弗
帰
」
お
よ
び
「
弗

受
」
「
遂
内
秦
」
を
合
成
す
る
こ
と
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
表
は
伝
を
引
用
す
る
。
秦
表
孝
公
十
一
年
「
衛
鞍
囲
固
陽
、
降
之
」
な
る
商
君
関

係
の
記
事
が
伝
に
な
い
こ
と
も
、
伝
の
先
行
を
傍
証
す
る
。
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①
噸
史
記
会
注
考
証
』
「
諸
本
三
作
四
、
黙
従
古
紗
本
、
与
年
表
・
商
君
伝
合
、

魚
影
日
、
古
三
四
多
積
画
、
往
々
致
誤
扁
。

②
拙
稿
門
史
記
戦
国
紀
年
考
」
（
㎎
立
命
館
文
学
撫
五
五
六
、
一
九
九
八
）
参
照
。

③
闇
商
君
書
臨
更
法
は
商
君
列
伝
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
伝
が
更
法
を
引
用
し

　
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
な
い
こ
と
は
、
更
法
「
語
日
、
愚
者
面
嫌
成
講
、
知

者
見
歯
面
萌
、
民
不
可
与
慮
始
、
雄
弁
与
二
成
、
郭
僅
詠
歎
日
、
論
至
徳
者
不
和
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於
俗
、
成
大
功
者
不
謀
於
衆
漏
の
「
語
日
南
「
郭
催
之
法
日
」
を
伝
が
除
き
、
全

　
て
商
君
自
身
の
憶
説
と
し
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
先
行
す
る
伝
の
醤
説

　
の
一
部
分
を
「
語
」
「
郭
催
之
法
漏
の
3
1
用
に
わ
ざ
わ
ざ
改
め
る
な
ど
は
無
意
味

　
で
あ
る
。
さ
ら
に
更
法
と
『
戦
国
策
』
趙
策
二
「
武
豊
王
凝
望
間
居
」
章
の
先
後

　
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
工
法
「
法
者
、
所
以
事
業
也
、
礼
者
、
所
以
便
事

　
也
」
と
趙
策
「
夫
服
者
、
所
以
便
用
也
、
礼
者
、
所
以
便
事
也
」
を
比
較
す
れ
ば
、

　
更
法
が
「
法
」
「
礼
」
の
対
概
念
を
用
い
る
の
に
対
し
、
趙
策
が
更
法
の
構
文
を

　
流
用
し
つ
つ
胡
服
を
論
ず
る
た
め
に
、
「
服
偏
「
礼
」
な
る
本
来
｝
対
に
な
り
よ
う

　
の
な
い
も
の
を
無
理
に
対
に
し
て
不
自
然
を
呈
す
る
な
ど
、
壁
厚
二
に
よ
る
更
法

　
の
換
骨
奪
胎
は
明
ら
か
で
あ
る
。
鄭
良
樹
『
商
君
及
其
学
派
隔
（
学
生
書
局
、
｝

　
九
八
七
）
参
照
。

④
　

門
二
君
語
学
は
周
本
紀
「
其
事
在
周
公
之
篇
」
・
秦
始
皇
本
紀
蒙
照
具
在
李
斯

　
伝
中
」
な
ど
を
参
照
す
れ
ば
、
商
量
列
伝
を
指
す
も
の
と
な
る
。
後
述
の
如
く
、

　
伝
の
記
述
は
秦
本
紀
と
相
違
を
呈
す
る
の
で
、
紀
編
纂
段
階
で
伝
は
な
お
未
成
立

　
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
其
事
在
商
君
語
中
」
は
い
わ
ば
予
告
編
と
な
る
。
拙

　
稿
「
史
記
原
始
一
戦
二
期
1
」
（
『
立
命
館
文
学
』
五
四
七
、
～
九
九
六
）
参
照
。

⑤
門
戦
士
」
の
成
語
は
戦
国
中
期
以
前
の
文
献
に
は
見
え
ず
、
潮
影
諸
書
撫
修
礼
、

　
欄
管
子
㎞
枢
言
・
八
観
、
『
韓
非
子
』
守
道
・
外
儲
説
左
上
・
誰
使
、
『
母
子
』
蜜

　
国
、
噸
戦
国
策
』
中
山
策
「
主
父
欲
伐
中
由
」
章
に
見
え
る
。
法
家
に
偏
し
た
語

　
彙
で
あ
る
。
「
明
功
賞
」
に
つ
き
、
門
功
」
「
賞
」
を
連
関
す
る
こ
と
は
、
『
墾
子
臨

　
経
上
「
賞
、
上
報
下
之
功
也
」
に
よ
う
や
く
初
見
し
、
さ
ら
に
「
明
」
の
連
関
は
、

　
『
商
瑠
害
』
藩
法
に
も
門
功
賞
明
」
と
見
え
る
が
、
何
よ
り
『
韓
非
子
臨
に
大
量

　
に
出
現
す
る
。
こ
れ
も
法
家
専
用
の
語
彙
と
な
る
。

⑥
門
下
令
国
中
田
；
萢
唯
禁
沢
列
伝
「
秦
昭
王
恐
傷
重
心
之
意
、
乃
下
山
国
中
」
。

　
な
お
噸
左
伝
臨
僖
二
十
三
「
懐
公
命
無
従
亡
人
」
を
晋
世
家
が
「
乃
令
国
中
諸
従

　
重
手
亡
者
」
と
作
る
こ
と
は
、
「
（
下
）
令
国
難
」
が
原
資
料
か
ら
の
流
用
で
は
な

　
く
、
『
史
記
』
の
創
作
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
。
門
自
岐
雍
之
問
」
；
六
国
年
表

　
序
「
営
岐
雍
之
間
偏
。
「
惰
徳
行
武
」
；
般
本
紀
「
西
伯
帰
、
乃
陰
欝
徳
行
善
」
。

　
「
西
覇
戎
翠
」
；
秦
本
紀
謬
公
三
十
九
年
門
西
覇
戎
夷
扁
。
前
後
は
隅
左
伝
撫
文
六

　
を
踏
ま
え
る
が
、
「
襟
当
戎
夷
」
相
当
旬
は
噸
左
伝
輪
に
な
く
、
『
史
記
㎞
の
創
作

　
と
な
る
。
「
広
地
千
黒
」
；
秦
本
紀
謬
公
王
十
七
年
「
開
地
千
里
」
。
「
天
子
致
伯
、

諸
侯
畢
賀
」
；
秦
本
紀
孝
公
十
九
一
二
十
年
。
な
お
、
「
諸
侯
畢
賀
」
は
中
山
王
方

　
壼
に
「
諸
侯
盧
賀
」
と
見
え
る
。
孝
公
二
十
年
の
「
諸
侯
畢
賀
」
は
同
時
代
的
記

　
録
を
保
存
し
た
秦
年
代
記
に
由
来
す
る
も
の
と
な
る
。
『
史
記
馳
は
こ
の
表
現
を
、

　
越
世
家
に
も
流
用
す
る
。
ま
た
、
楚
世
家
荘
王
十
六
年
置
「
群
臣
皆
野
扁
と
、
陳

　
杞
世
家
陳
成
案
元
年
に
「
群
臣
畢
賀
」
と
あ
る
。
前
後
は
隅
左
伝
㎞
宣
十
一
を
踏

　
ま
え
る
が
、
魍
左
伝
㎞
に
は
相
当
句
が
な
い
。
「
会
往
者
属
・
躁
・
簡
公
・
出
子
之

　
不
寧
、
国
家
内
憂
、
来
逞
外
事
、
三
蓋
攻
奪
我
先
面
河
西
之
地
滑
；
秦
本
紀
出
子

　
二
年
「
秦
以
往
者
数
易
君
、
君
臣
乖
乱
、
故
晋
復
彊
、
奪
秦
河
西
地
」
。
「
往
者
」

　
は
先
秦
文
献
に
見
え
ず
、
「
故
晋
豊
年
、
奪
秦
河
西
地
」
は
晋
世
家
里
桜
　
一
十
五

　
年
「
当
節
時
、
晋
彊
、
酒
中
河
西
、
与
毒
茸
境
」
に
呼
応
し
、
出
子
二
年
の
記
述

　
が
す
で
に
『
史
記
』
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
。
「
出
奇
計
」
；
樗
黒
子
甘
茂
列
伝

　
太
史
公
薦
「
甘
藷
年
少
、
然
出
一
奇
計
」
。
な
お
「
奇
計
扁
は
先
秦
文
献
に
は
見

　
え
な
い
。

⑦
長
見
「
公
叔
対
日
、
東
之
御
庶
子
鞍
、
願
王
以
国
聴
之
也
、
為
不
能
聴
、
勿
使

　
出
境
、
王
不
応
」
を
伝
は
「
山
気
日
、
座
之
中
庶
子
公
孫
鞍
、
年
錐
少
、
有
奇
才
、

　
願
王
挙
国
而
聴
之
、
鉱
員
…
然
、
王
且
去
、
座
屏
人
言
日
、
王
孫
不
二
用
鞍
、
必
殺

　
藤
、
無
総
出
覚
、
王
許
諾
而
去
」
に
作
り
、
傍
線
部
が
多
い
。
「
年
錐
少
、
有
奇

　
才
」
は
樗
黒
子
甘
茂
列
伝
太
主
公
日
門
甘
羅
年
少
、
製
出
｝
奇
計
」
に
似
て
お
り
、

　
「
奇
才
漏
は
紀
の
孝
公
の
令
に
見
え
る
「
奇
計
」
に
呼
応
す
る
。
長
見
「
以
国
」

　
を
伝
が
「
挙
国
」
と
す
る
の
は
、
「
以
国
」
が
わ
か
り
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
長

　
見
の
こ
の
章
は
噸
載
国
策
』
堅
甲
一
「
魏
公
叔
癌
病
」
章
に
も
見
え
る
が
、
魏
策
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は
門
以
国
」
を
門
以
国
事
」
に
作
り
、
魏
策
の
長
見
引
熔
を
示
す
。
伝
「
必
殺

　
之
」
は
長
見
「
勿
使
出
境
」
を
説
明
す
る
も
の
だ
が
、
「
王
扁
「
用
心
」
の
附
繍
と

　
も
相
殺
っ
て
、
門
為
不
能
聴
、
勿
使
出
境
扁
の
折
角
の
四
字
句
の
連
続
を
損
な
つ

　
て
い
る
。
長
見
「
不
応
」
を
伝
が
「
許
諾
」
に
作
る
の
は
、
c
の
公
叔
座
・
商
鴛

　
の
対
話
篤
を
導
く
た
め
の
改
変
で
あ
る
。

⑧
「
公
叔
座
客
鋏
謝
謝
、
今
者
王
問
可
以
為
相
者
、
飾
言
若
、
笹
色
不
許
我
、
我

　
方
先
君
後
臣
、
因
謂
王
即
弗
用
軟
、
当
殺
之
、
王
許
我
、
汝
可
疾
去
突
、
且
児
禽
、

　
鞍
臼
、
彼
王
不
能
爾
翼
下
言
欝
欝
、
鎧
鼠
能
幣
翁
之
言
殺
聖
堂
、
鼠
落
去
漏
。
「
王

　
即
弗
用
土
、
厳
密
之
」
は
、
上
の
慣
王
即
不
聴
用
益
、
必
殺
之
」
を
冗
漫
に
も
繰

　
り
返
す
が
、
こ
れ
が
附
加
部
分
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
公
叔
座
・
商
君
の
対
話
篇

　
そ
の
も
の
が
伝
段
階
の
創
作
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。

⑨
令
既
具
、
来
布
、
恐
民
之
不
信
、
已
前
立
三
丈
之
木
於
国
都
確
認
門
、
募
民
有

　
能
徒
置
北
門
者
予
十
金
、
民
怪
之
、
莫
敢
徒
、
復
日
、
能
徒
者
予
五
十
金
、
有
一

　
人
徒
之
、
軌
予
五
十
金
、
以
明
不
欺
、
上
下
令
、

⑩
呉
起
為
所
藩
侯
西
河
之
守
、
秦
有
小
亭
臨
画
、
呉
起
欲
攻
之
、
不
去
、
則
甚
害

　
田
者
、
去
之
、
則
不
足
以
微
甲
兵
、
於
是
乃
椅
一
車
韓
於
北
門
之
外
而
令
之
田
、

　
有
能
徒
此
南
門
之
外
者
、
賜
之
上
困
・
上
宅
、
人
善
趣
徒
也
、
及
有
徒
之
者
、
還

　
賜
之
如
上
、
俄
照
照
一
石
諾
了
東
門
之
外
輪
令
之
日
、
有
能
徒
此
於
西
門
之
外
者
、

　
賜
之
如
初
、
人
争
徒
之
、
乃
下
令
日
、
明
日
且
攻
亭
、
有
能
先
登
者
、
仕
之
国
大

　
夫
、
賜
之
上
田
宅
、
人
争
趨
之
、
於
是
攻
亭
、
一
朝
而
抜
之
、

⑪
⑤
⑥
が
そ
れ
ぞ
れ
紀
十
年
・
十
二
年
に
見
え
る
の
で
、
「
居
三
年
半
が
十
年
か

　
ら
起
算
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
史
記
駈
の
「
居
×
年

　
（
歳
）
」
m
行
之
×
年
（
歳
）
」
は
翌
年
か
ら
起
算
す
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

　
張
儀
列
伝
一
儀
相
親
節
歳
、
立
恵
王
為
王
、
居
一
歳
、
黒
鼠
将
、
取
挾
、
築
上
郡

　
獣
偏
の
「
居
皿
歳
」
は
翌
年
（
翌
年
か
ら
起
算
し
て
一
年
目
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
表
葱
文
王
十
三
年
（
前
緒
二
五
）
に
「
四
月
戊
午
、
君
黒
田
」
、
翌
年
に
「
相
張

　
儀
将
兵
訴
陳
、
初
更
元
年
偏
と
見
え
る
。

⑫
斉
世
家
昭
公
六
年
（
前
六
二
七
）
「
羅
侵
斉
、
晋
文
公
議
、
論
詰
敗
於
殺
」
の

　
「
晋
文
楽
卒
」
は
前
年
の
事
件
だ
が
、
殺
の
戦
の
原
因
と
し
て
こ
の
年
次
に
ま
と

　
め
て
繋
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑬
方
詩
銘
・
王
銀
翼
㎎
古
本
縦
書
紀
年
出
置
瞼
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
こ

⑭
な
お
、
商
転
封
が
孝
公
二
十
二
年
（
前
三
四
〇
、
隠
滅
王
三
十
年
）
に
正
し
く

　
繋
か
る
の
は
偶
然
で
あ
る
。
秦
年
代
記
∴
秦
記
』
で
は
、
実
際
に
は
対
魏
戦
の

　
翌
年
と
な
る
商
君
の
封
を
一
連
の
事
件
と
し
て
対
魏
戦
の
年
次
に
ま
と
め
、
対
魏

　
戦
の
年
次
が
誤
っ
て
一
年
降
っ
た
の
で
、
結
果
的
に
商
蔦
蔓
の
年
次
が
正
し
く
繋

　
か
る
こ
と
に
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

⑮
拙
稿
「
史
記
戦
国
紀
年
考
」
（
上
掲
）

⑯
拙
稿
「
王
晋
成
立
考
」
（
『
春
秋
戦
国
交
代
期
の
政
治
社
会
史
的
研
究
』
、
科
研

　
費
報
告
書
、
一
九
九
八
）

⑰
た
と
え
ば
、
秦
始
審
本
紀
太
史
二
日
も
引
く
過
無
論
の
一
節
は
、
「
呉
起
・
孫

　
膿
・
帯
佗
・
侃
良
・
王
蓼
・
田
忌
・
廉
頗
・
血
石
之
職
制
憲
兵
」
と
全
然
潤
時
期

　
の
人
物
を
並
べ
て
い
る
。

⑱
た
と
え
ば
、
「
秦
之
与
魏
、
鷺
若
人
之
有
腹
心
疾
」
と
ほ
ぼ
同
じ
構
文
を
採
る

　
義
子
背
列
伝
「
今
呉
之
有
越
、
猶
入
之
有
腹
心
疾
也
」
は
『
左
伝
記
哀
十
～
「
越

　
在
、
我
心
腹
争
闘
也
」
を
参
照
し
つ
つ
蒲
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
商
君
列
伝
に

　
つ
い
て
も
創
作
が
想
定
さ
れ
る
。
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第
二
章
変
法
の
年
代

商慰変法研究序説（吉本）

　
紀
↓
伝
↓
表
の
先
後
関
係
を
確
認
し
た
が
、
留
意
す
べ
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
工
関
係
の
記
述
の
不
一
致
で
あ
る
。
黒
表
孝
公
十
一
年
の
記

事
が
秦
本
紀
・
商
君
列
伝
に
見
え
な
い
の
は
そ
の
一
端
だ
が
、
商
君
変
法
に
つ
き
看
過
し
が
た
い
の
は
、
変
法
の
推
移
に
関
わ
る
紀
・
伝
の
認

識
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
少
し
く
立
ち
入
っ
て
検
討
し
よ
う
。

　
紀
は
、
孝
公
三
年
に
、
孝
公
の
変
法
採
用
後
「
居
三
年
」
で
「
百
姓
便
之
」
と
な
り
左
三
指
を
拝
し
た
と
記
し
、
二
十
四
年
に
変
法
開
始
の

頃
、
禁
を
犯
し
た
太
子
の
傅
師
を
黙
し
た
結
果
「
法
大
用
、
芸
人
治
」
と
な
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
伝
は
、
商
君
が
左
桁
長
を
拝
し
て

変
法
を
開
始
し
、
「
一
年
」
に
し
て
太
子
が
法
を
犯
し
た
の
で
、
傅
の
公
子
慶
を
刑
し
、
師
の
公
孫
賀
を
鯨
し
た
結
果
、
秦
人
の
服
従
を
得
る

よ
う
に
な
り
、
「
黒
垂
十
年
」
で
「
垂
桜
大
軍
」
と
な
っ
た
と
あ
る
。
変
法
が
、
紀
で
は
「
三
年
」
、
伝
で
は
「
十
年
」
で
よ
う
や
く
軌
道
に
乗

っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
転
機
に
つ
き
、
紀
は
「
居
三
年
」
と
記
す
だ
け
で
、
何
ら
の
説
明
を
施
さ
な
い
が
、
伝
は
、
紀
が
二
十
四
年

に
置
く
太
子
博
師
処
断
を
「
碁
年
」
に
置
き
、
転
機
に
位
置
付
け
て
い
る
。
紀
「
三
年
」
・
伝
「
碁
年
」
が
一
定
期
間
を
記
号
的
に
示
す
に
過

ぎ
な
い
こ
と
は
、
紀
が
採
用
し
た
「
三
年
」
を
伝
が
「
碁
年
」
に
容
易
に
置
換
す
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
「
三
年
」
「
碁
年
」
の
相
違
は
、

紀
・
伝
が
採
用
し
た
商
君
関
係
資
料
の
相
違
を
反
映
す
る
。
こ
の
相
違
は
、
伝
が
「
商
君
既
復
入
婿
、
走
商
邑
、
与
面
識
挑
発
邑
豊
北
出
撃
鄭
、

秦
三
兵
与
島
君
、
殺
之
鄭
閣
池
」
と
商
君
挙
兵
を
具
体
的
に
記
す
の
に
対
し
、
紀
が
「
鞍
亡
、
因
以
為
反
」
と
、
商
君
の
亡
命
が
「
反
」
と
み

な
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
実
際
に
は
「
反
」
し
て
い
な
い
と
す
る
こ
と
に
も
認
め
ら
れ
る
。

　
伝
は
、
紀
と
異
な
っ
た
材
料
に
よ
り
、
第
一
次
変
法
お
よ
び
遠
巻
の
異
な
っ
た
推
移
を
記
述
す
る
の
で
あ
る
。
紀
・
伝
の
記
述
が
そ
も
そ
も

異
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
第
｝
次
変
法
開
始
の
年
次
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
通
説
は
、
紀
に
第
一
次
変
法
の
記
述
が
見
え
る
孝
公
三
年
（
前
三
五
八
）
を
開
始
年
次
と
し
、
商
君
の
左
庶
長
就
任
を
「
居
三
年
、
…
…
乃

拝
鞍
葉
隠
庶
長
」
か
ら
、
三
年
越
「
三
年
」
後
、
六
年
（
前
三
五
五
）
と
す
る
。
紀
で
は
、
三
年
の
次
は
七
年
の
記
事
な
の
で
、
「
居
三
年
」
を
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六
年
と
す
る
こ
と
に
当
面
矛
盾
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
伝
で
は
、
半
群
は
左
庶
長
を
拝
し
て
第
一
次
変
法
を
開
始
し
、
「
行
之
十
年
」
に
し
て
、

十
年
の
大
良
造
就
任
・
安
邑
攻
略
を
記
す
。
第
一
次
変
法
は
孝
公
元
年
（
前
説
六
一
）
開
始
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
説
は
、
孝
公
三
年
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

第
一
次
変
法
開
始
と
す
る
の
で
、
伝
「
行
之
十
年
」
の
「
十
」
を
「
七
」
の
誤
と
す
る
。
「
十
」
「
七
」
の
錯
誤
は
確
か
に
頻
発
す
る
が
、
そ
も

そ
も
「
三
年
」
「
華
年
」
が
相
違
す
る
以
上
、
紀
・
伝
の
一
致
を
追
求
す
る
必
然
性
は
す
で
に
無
い
。
伝
に
無
理
に
錯
誤
を
想
定
し
な
け
れ
ば
、

第
一
次
変
法
開
始
は
孝
公
元
年
、
「
行
之
十
年
」
、
十
年
に
大
良
造
就
任
・
安
邑
攻
略
と
な
る
。

　
こ
こ
で
更
め
て
、
紀
の
年
代
観
を
検
討
し
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
第
一
次
変
法
開
始
に
つ
き
、
秦
本
紀
は
い
か
な
る
材
料
を
有
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
①
孝
公
が
「
布
恵
、
振
孤
寡
、
招
戦
士
、
明
功
賞
」
し
て
、
賢
者
を
求
め
る
「
令
」
を
下
し
、
商
君
が
こ
れ
に
応

じ
て
秦
に
入
り
、
景
監
に
よ
っ
て
孝
公
に
見
え
た
、
②
甘
龍
・
艶
薬
を
論
破
し
て
変
法
を
開
始
し
た
（
『
商
君
書
』
農
法
）
、
③
変
法
開
始
後

「
居
三
年
」
で
変
法
が
軌
道
に
乗
っ
た
、
④
商
君
が
糊
置
長
を
拝
し
た
、
と
い
っ
た
個
別
的
な
材
料
し
か
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
三

年
間
が
実
数
で
な
い
こ
と
は
、
紀
の
編
者
も
無
論
承
知
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
紀
の
年
代
記
と
し
て
の
形
式
上
、
ど
こ
か
の
年
次
に
繋
げ
ぬ
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
開
始
か
ら
「
三
年
」
し
て
変
法
が
軌
遵
に
乗
っ
た
こ
と
は
一
連
の
推
移
な
の
で
、
「
三
年
」
目
た
る
孝
公
三
年
に
変
法
開

始
後
「
三
年
」
目
ま
で
の
推
移
を
ま
と
め
て
繋
げ
た
も
の
で
あ
る
。
元
年
に
繋
げ
な
か
っ
た
の
は
、
二
年
の
記
事
が
あ
る
の
で
、
「
居
三
年
」

で
三
年
に
至
っ
て
か
ら
二
年
に
戻
る
こ
と
を
慮
っ
た
た
め
で
あ
る
。
「
居
三
年
偏
を
通
説
の
よ
う
に
、
孝
公
三
年
を
起
点
と
し
て
六
年
と
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
孝
公
元
年
よ
り
起
算
し
た
三
年
目
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
孝
公
三
年
に
繋
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
紀

に
お
い
て
も
、
通
説
と
は
異
な
り
、
第
一
次
変
法
開
始
を
孝
公
元
年
に
置
い
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
第
一
次
変
法
開
始
な
り
左
庶
長
就
任
な

り
を
孝
公
三
年
に
明
示
的
に
繋
げ
る
材
料
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
そ
う
し
た
確
実
な
材
料
が
伝
編
纂
の
際
に
無
視
さ
れ
た
は
ず
が
な
い
か

ら
で
あ
る
。
か
く
考
え
る
と
、
紀
・
伝
は
異
な
っ
た
材
料
を
利
用
し
た
も
の
の
、
第
一
次
変
法
開
始
を
孝
公
元
年
と
す
る
認
識
は
共
有
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
た
い
の
は
、
『
史
記
』
以
前
に
お
け
る
商
君
変
法
の
年
代
に
関
す
る
認
識
で
あ
る
。
先
ず
、
『
戦
国
策
』
秦
策
一
「
衛

14 （544）



商君変法研究序説（吉本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

鞍
置
差
入
秦
」
章
で
は
、
「
期
年
豊
後
」
に
変
法
が
軌
道
に
乗
り
、
孝
公
卒
ま
で
「
八
年
」
あ
っ
た
と
す
る
。
紀
・
伝
で
は
孝
公
元
年
が
変
法

開
始
な
の
で
、
変
法
期
間
は
二
十
四
年
と
な
り
、
「
八
年
」
は
遙
か
に
少
な
い
。
挑
本
は
、
「
孝
公
行
之
八
年
置
の
「
之
」
に
「
一
本
下
魚
脳
」

と
注
す
る
が
、
こ
れ
は
「
八
年
一
が
余
り
に
短
い
た
め
彌
縫
的
に
補
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
『
韓
非
子
』
和
氏
も
、
変
法
期

　
　
　
　
　
　
　
　
③

間
を
「
八
年
」
と
す
る
こ
と
に
傍
証
さ
れ
よ
う
。

　
と
は
い
え
「
八
年
」
が
実
数
で
、
変
法
開
始
は
実
は
孝
公
十
七
年
（
前
三
四
五
）
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
「
八
年
」
も
や
は
り
虚
数
で

あ
る
と
考
え
る
。
想
起
す
べ
き
は
、
「
八
年
」
が
、
伝
⑪
の
趙
良
の
発
言
に
も
、
「
公
子
慶
杜
門
不
出
已
八
年
　
」
と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
一

体
、
⑪
は
、
冒
頭
に
「
商
君
相
秦
十
年
」
と
あ
る
。
『
史
記
嚇
の
提
示
す
る
変
法
期
間
二
十
四
年
に
足
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
『
索

隠
』
は
、
「
案
韓
土
云
相
秦
十
年
耳
」
と
し
、
「
相
秦
」
と
変
法
を
切
り
離
す
こ
と
で
説
明
す
る
が
、
商
君
は
す
で
に
孝
公
十
年
に
大
良
造
を
拝

し
て
い
る
の
で
、
孝
公
二
十
四
年
ま
で
で
十
五
年
と
な
り
、
「
十
年
」
は
や
は
り
足
ら
ず
、
『
索
隠
』
の
説
明
は
成
り
立
た
な
い
。
「
十
年
」
は

上
述
の
「
碁
年
」
「
三
年
」
と
同
様
、
実
数
で
は
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
⑪
が
、
伝
の
中
で
唯
一
孝
公
を
「
秦
王
」
と
称
し
、
荘
嚢
王
の
誰
を
避

け
て
「
楚
」
を
「
荊
」
に
作
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
統
一
秦
以
降
に
制
作
さ
れ
た
独
立
し
た
説
話
を
採
録
し
た
も
の
と
な
る
。

　
こ
の
説
話
は
そ
も
そ
も
変
法
開
始
か
ら
商
君
百
工
ま
で
を
「
十
年
」
と
し
、
「
三
年
」
目
に
公
子
虞
処
断
を
置
き
、
そ
こ
か
ら
起
算
し
て
商

君
斬
殺
ま
で
を
「
八
年
」
と
数
え
る
。
「
三
年
」
「
十
年
」
は
本
来
実
数
で
は
な
い
が
、
説
話
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
る
た
め
に
、
「
八
年
」

を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
戦
国
策
』
『
韓
非
子
睡
の
「
八
年
」
は
二
次
的
造
作
が
忘
れ
ら
れ
（
『
戦
国
策
隔
が
「
期
年
馬
歯
］
に

太
子
師
傅
処
断
を
置
く
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
）
、
独
り
歩
き
し
た
も
の
と
な
ろ
う
。

　
実
の
と
こ
ろ
、
紀
・
伝
編
纂
段
階
で
も
、
圃
史
記
』
が
利
用
し
得
た
い
く
つ
か
の
聖
君
関
係
資
料
は
、
変
法
期
間
を
「
十
年
」
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
伝
⑪
の
ほ
か
、
④
の
第
一
次
変
法
の
記
述
に
つ
い
て
も
、
「
忘
年
」
に
太
子
師
傅
処
断
を
置
き
、
「
行
之
十
年
」
で

「
秦
民
大
説
」
と
な
っ
た
と
あ
り
、
こ
れ
も
本
来
「
十
年
」
を
変
法
期
間
と
す
る
独
立
し
た
説
話
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
『
史
記
』
は
何
を
根
拠
に
変
法
を
孝
公
元
年
開
始
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
紀
の
孝
公
が
賢
者
を
求
め
、
聖
君
が
こ
れ
に
応
じ
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て
秦
に
入
っ
た
と
す
る
部
分
は
、
内
容
的
に
は
元
年
に
特
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
先
ず
第
一
に
留
意
す
べ
き
は
、
秦
年
代
記
に
、
紀
孝
公

十
年
の
大
良
造
就
任
、
二
十
二
年
の
対
魏
戦
の
如
き
商
君
が
登
場
す
る
記
事
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
孝
公
十
年
か
ら
二
十
四
年
で
十
五
年

と
な
り
、
変
法
期
間
は
「
八
年
」
「
十
年
」
よ
り
す
で
に
長
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
年
代
記
的
記
述
は
、
孝
公
十
三
・
十
六
・
十
八
年
の
紀
年
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
つ
「
大
良
造
鞍
」
「
大
良
造
庶
長
着
」
制
作
器
が
存
在
し
、
『
窺
書
紀
年
』
が
魏
恵
王
二
十
九
年
に
商
君
の
対
審
戦
を
、
三
十
年
置
商
君
の
封

を
記
す
こ
と
か
ら
、
説
話
と
は
独
立
し
た
史
実
性
の
高
い
材
料
と
な
る
が
、
『
史
記
隠
も
同
様
の
評
価
を
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
年
代
記
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

利
用
は
、
『
戦
国
策
』
な
ど
の
説
話
に
は
断
片
的
に
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
『
史
記
隔
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な
い
。
加
え
て
、
紀
・
伝
は
、
商
君

が
左
庶
長
を
拝
し
た
と
い
う
認
識
を
共
有
し
て
い
る
。
紀
は
孝
公
三
年
に
変
法
が
成
果
を
得
た
の
ち
左
庶
長
を
拝
し
た
と
し
、
伝
は
左
優
長
を

拝
し
て
変
法
を
開
始
し
た
と
す
る
。
こ
の
相
違
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
伝
は
変
法
の
推
移
を
記
述
す
る
に
際
し
て
、
紀
の
原
資
料
を
も
は
や
用

い
な
い
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
左
庶
長
の
こ
と
は
依
然
記
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
く
つ
か
の
変
法
説
話
－
そ
れ
は
紀
か
ら
伝
の
問

に
容
易
に
置
換
さ
れ
る
程
度
の
史
実
性
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
一
に
対
し
、
左
庶
長
就
任
に
よ
り
高
い
史
実
性
を
認
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

大
良
造
就
任
が
孝
公
十
年
冬
ら
ば
、
そ
れ
以
前
に
左
書
長
で
あ
っ
た
期
間
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
、
変
法
期
間
を
十
年
と
す
る
伝
承
を
、
い

わ
ゆ
る
第
一
次
変
法
の
期
間
と
解
釈
し
な
お
し
、
孝
公
十
年
よ
り
遡
っ
て
元
年
に
変
法
開
始
を
置
く
。
商
君
贈
呈
を
導
い
た
孝
公
の
下
魚
も
、

そ
の
発
令
の
動
機
と
し
て
、
孝
公
即
位
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
孝
公
元
年
の
変
法
開
始
が
確
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
変
法
期
間
を
十
年
程
度
と
す
る
説
話
は
、
本
来
、
商
君
蘇
殺
を
十
年
の
終
点
と
し
た
は
ず
で
、
孝
公
元
年
に
変
法
の
起
点

を
置
く
こ
と
と
は
専
心
す
る
。
こ
こ
で
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
伝
に
は
そ
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
で
は
、

④
に
第
一
次
変
法
開
始
の
の
ち
「
碁
年
」
（
孝
公
二
年
）
で
、
太
子
が
法
を
犯
し
た
た
め
、
「
刑
其
傅
公
子
慶
、
鯨
其
師
公
孫
費
」
と
太
子
師
傅

を
処
断
し
た
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
降
っ
て
、
第
二
次
変
法
か
ら
「
行
之
四
年
」
（
孝
公
十
六
年
）
に
し
て
「
公
子
虞
下
心
約
、
下
之
」
と
あ
る
。

こ
ち
ら
は
、
⑪
の
「
公
子
慶
出
門
不
出
已
八
年
　
」
か
ら
逆
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
公
子
慶
は
「
刑
」
さ
れ
た
上
に
「
釧
」
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
④
⑪
は
と
も
に
変
法
期
間
を
十
年
と
し
、
太
子
師
傅
処
断
を
記
す
、
た
だ
そ
の
時
期
が
、
④
は
変
法
開
始
後
「
碁
年
」
、

16 （546）



商君変法研究序説（吉本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

⑪
は
三
年
と
い
う
差
を
呈
す
る
に
過
ぎ
ず
、
同
じ
説
話
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
、
変
法
開
始
か
ら
と
商
工
無
毒
ま
で

と
に
置
い
た
た
め
、
公
子
慶
処
断
が
二
度
に
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。

　
吉
際
の
左
書
長
就
任
の
史
実
性
を
認
め
る
な
ら
ば
、
実
在
の
商
舗
の
活
躍
は
孝
公
十
年
以
前
よ
り
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
『
史
記
』
以
前
の
説
話
が
変
法
を
十
年
程
度
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
変
法
説
話
が
そ
も
そ
も
実
在
の
商
君
と
は
乖
離
し
て
成
立
・
伝

承
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
こ
で
章
を
改
め
て
、
変
法
の
記
述
に
立
ち
入
っ
て
み
よ
う
。

①
　
　
噸
史
記
会
注
考
証
』
「
中
井
積
徳
濁
、
据
本
紀
、
十
年
、
当
作
七
年
、
是
変
法

　
七
歳
、
当
孝
公
即
位
之
十
年
、
而
以
鞍
為
大
良
造
也
」
。

②
衛
鞍
亡
魏
入
秦
、
孝
公
以
為
相
、
封
之
於
商
、
号
日
商
慰
、
国
君
治
秦
、
法
令

　
至
行
、
公
平
無
私
、
罰
不
誰
強
大
、
賞
不
私
親
近
、
法
及
太
子
、
製
鋼
其
博
、
期

　
年
之
後
、
道
不
拾
遺
、
民
望
妄
取
、
兵
革
大
難
、
諸
侯
畏
催
、
然
今
田
寡
恩
、
特

　
以
強
服
之
耳
、
孝
公
行
之
八
年
、
疾
且
不
起
、
誤
伝
霊
堂
、
辞
不
受
、
孝
公
已
死
、

　
恵
王
代
後
、
萢
政
豊
頃
、
商
君
覇
王
、
人
説
恵
贈
日
、
大
臣
太
論
者
国
譲
、
左
右

　
太
親
者
身
危
、
今
秦
婦
人
嬰
児
皆
餐
商
書
之
法
、
甘
言
大
王
相
法
、
罫
書
霜
反
為

　
主
、
大
王
更
為
臣
也
、
且
夫
商
港
、
固
大
王
仇
讐
也
、
願
大
王
図
之
、
商
君
帰
還
、

　
恵
王
車
裂
之
、
而
秦
人
不
離
、

③
商
戦
教
士
孝
公
以
連
什
伍
、
設
告
坐
之
過
、
幡
詩
書
而
明
法
令
、
無
私
門
之
請

　
而
遂
公
家
之
労
、
禁
游
宙
之
民
而
顕
聖
戦
之
士
、
孝
公
行
之
、
主
以
尊
安
、
国
以

　
富
強
、
八
年
而
麗
、
商
君
車
裂
於
秦
、

第
三
章
変
法
の
内
容

④
古
学
勤
「
秦
孝
公
、
恵
文
王
時
期
銘
文
」
（
噸
綴
古
集
軌
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

　
一
九
九
八
）

⑤
『
戦
国
一
環
羅
臼
一
「
燕
王
写
料
立
」
章
の
「
燕
嗜
三
年
」
「
子
之
弔
砲
」
懲
斉

　
大
勝
燕
、
子
之
亡
、
二
年
、
燕
人
立
公
子
平
、
是
為
燕
封
殺
」
な
ど
は
年
代
記
を

　
利
用
す
る
。
拙
稿
「
史
記
戦
国
紀
年
考
扁
（
上
掲
）
参
照
。

⑥
④
「
刑
其
傅
公
子
慶
、
鯨
軍
師
公
孫
賀
」
は
日
溜
扁
「
鯨
」
を
並
列
す
る
が
、

　
秦
策
一
門
鯨
鋼
其
傅
」
の
如
く
、
本
来
「
劉
」
が
「
鯨
」
と
並
列
し
、
「
刑
」
は

　
そ
れ
ら
の
汎
称
で
な
け
れ
ば
死
刑
の
意
味
で
あ
る
。
確
か
に
⑪
に
は
「
刑
鯨
太
子

　
之
師
長
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
刑
」
は
本
来
、
「
麿
又
殺
祝
…
豊
玉
鯨
公
孫
質
」
の

　
「
殺
」
を
指
す
。
④
で
は
「
則
其
傅
公
子
虞
扁
に
作
っ
て
い
た
も
の
を
、
⑪
の
一

　
部
で
あ
っ
た
⑦
に
も
「
嗣
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
刑
鯨
太
子
之
師
傅
」
に
示
唆

　
を
得
て
「
刑
」
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
次
変
法
に
つ
き
、
紀
は
「
変
法
感
量
、
内
務
耕
稼
、
外
勧
戦
死
之
賞
罰
」
と
記
す
。
こ
れ
は
、
無
二
過
秦
論
の
「
当
是
時
也
、
商
君
佐

之
、
内
蓋
法
度
、
務
耕
織
、
脩
守
戦
之
具
、
外
連
衡
拳
闘
諸
侯
」
の
構
文
を
参
照
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
立
法
度
」
を
「
変
法
修
刑
」
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に
、
「
守
戦
之
具
」
を
「
戦
死
之
賞
罰
」
に
改
め
、
「
連
衡
」
を
除
く
な
ど
、
す
で
に
伝
の
記
述
を
予
測
さ
せ
る
。
伝
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

　
　
1
尊
信
為
什
伍
、
憎
相
面
繋
連
坐
、
不
告
姦
者
腰
斬
、
告
姦
者
与
斬
敵
首
同
職
、
匿
姦
黄
門
降
敵
同
罰
、
2
民
有
二
男
以
上
裾
分
異
者
、
倍
雪
平
、
3
有

　
　
軍
功
者
、
各
署
率
受
上
蓋
、
4
為
私
闘
者
、
各
論
軽
重
被
刑
大
小
、
5
恩
讐
本
業
、
縮
織
書
意
用
愚
者
復
其
身
、
事
宋
前
半
善
悪
貧
者
、
挙
以
為
収
翠
、

　
　
6
宗
室
非
有
軍
功
論
、
不
得
為
属
籍
、
7
明
尊
卑
爵
秩
等
級
、
各
以
差
次
名
田
宅
、
臣
妾
衣
服
以
家
次
、
有
功
総
構
栄
、
無
暗
者
錐
富
無
叢
叢
華
、

留
意
す
べ
き
は
、
事
始
皇
本
紀
附
載
王
名
表
に
「
（
献
公
）
十
年
、
為
戸
籍
相
伍
」
と
あ
る
こ
と
で
、
！
の
什
器
制
は
献
公
十
年
（
単
三
七
五
）

に
す
で
に
発
足
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、
紀
・
表
孝
公
十
四
年
（
歯
数
四
八
）
「
初
等
賦
」
は
、
2
の
「
倍
其
賦
」
が
そ
れ
以
前
に
は
あ
り
え
な
い

こ
と
を
示
す
。

　
こ
の
事
実
は
、
す
で
に
第
一
次
変
法
の
記
述
を
年
代
記
的
な
史
実
と
し
て
扱
い
得
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
。
一
体
、
こ
の
記
述
は
、
個
々
の

施
策
に
関
わ
る
個
別
的
な
原
資
料
が
、
伝
編
纂
の
段
階
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
2
の
「
倍
其
賦
」
を
元
年
に
繋
げ
る
こ
と
が
、
十

四
年
「
初
夢
賦
」
に
明
自
に
矛
盾
す
る
こ
と
は
、
紀
の
年
代
観
に
依
拠
し
た
伝
編
纂
の
際
に
は
十
分
承
知
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

伝
が
紀
十
四
年
の
記
事
を
採
ら
な
い
の
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
矛
盾
を
慮
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
記
述
に
基
本
的
に
合
致
す
る
既
存
の
伝

承
が
あ
り
、
伝
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
採
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
同
様
の
伝
承
と
し
て
は
、
上
掲
『
韓
非
子
』
和
氏
の
「
連
什
伍
、
設
黙
坐
之
過
、
旙
詩
書
而
明
法
令
、
塞
私
門
之
請
而
遂
公
家
之
労
、
禁
游

宙
之
民
而
顕
耕
戦
之
士
」
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
『
戦
国
策
』
秦
策
三
「
察
沢
見
逐
於
趙
」
章
に
、

　
　
呉
起
為
楚
悼
罷
無
能
、
廃
無
用
、
損
不
急
話
題
、
塞
私
門
之
請
、
壱
楚
国
之
俗
、
南
攻
楊
越
、
北
井
陳
・
薬
、
破
横
難
従
、
使
馳
説
之
士
無
所
開
野
口
、

と
あ
り
、
和
氏
が
商
君
の
事
績
に
連
ね
る
「
塞
石
門
之
請
」
を
呉
起
の
そ
れ
と
す
る
。
さ
ら
に
「
北
井
陳
・
藥
」
は
楚
恵
王
（
前
四
八
八
…
前

四
三
二
）
の
事
績
で
あ
る
し
、
「
破
横
散
従
、
使
馳
説
之
士
無
所
望
其
日
」
と
い
っ
た
遊
士
の
活
躍
は
呉
起
の
時
代
に
は
な
お
見
ら
れ
な
い
。

正
に
「
具
体
者
の
も
つ
個
別
性
を
止
揚
」
し
た
変
法
者
の
理
想
像
を
類
型
的
に
記
述
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
上
述
の
如
く
「
三
位
之
木
」
に

類
似
の
逸
話
が
呉
起
に
も
伝
承
さ
れ
る
こ
と
も
岡
様
に
評
価
さ
れ
る
。
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紀
の
第
一
次
変
法
の
記
述
が
、
過
秦
論
「
外
連
尊
信
闘
諸
侯
」
を
採
用
し
な
い
の
は
、
蘇
秦
を
合
従
連
衡
の
開
祖
と
す
る
歴
史
認
識
か
ら
こ

れ
を
排
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
伝
の
第
一
次
変
法
の
記
述
も
、
明
白
な
矛
盾
が
認
め
ら
れ
な
い
材
料
を
周
到
に
選
ん
で
い
る
。
そ
れ
で

も
な
お
、
『
史
記
』
の
内
部
に
お
い
て
、
什
伍
や
繋
属
の
開
始
年
代
に
つ
き
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
の
年
代
記
的
記
述
に
よ
れ
ば
、
秦
で
は
っ
と
に
簡
公
（
前
脚
一
五
－
前
四
〇
六
）
の
頃
よ
り
「
変
法
」
を
構
成
す
る
よ
う
な
施
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

個
別
的
に
実
施
し
は
じ
め
て
い
た
。
孝
公
期
に
い
く
つ
か
の
施
策
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
商
君
が
関
与
し
た
こ
と
は
十
分
に
あ
り
う
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
第
～
次
変
法
の
記
述
は
、
実
在
の
商
君
の
活
躍
年
代
と
は
無
関
係
に
十
年
と
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
断

岸
を
変
法
者
の
理
想
像
と
し
て
記
号
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
創
作
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
第
一
次
変
法
の
記
述
を
以
て
実
在
の

商
君
を
論
ず
る
の
は
、
『
周
礼
』
を
以
て
周
公
旦
を
、
『
量
子
』
を
以
て
馬
屋
を
論
ず
る
の
と
何
ら
選
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
。
現
在
の
資
料
状
況
に

お
い
て
は
、
第
一
次
変
法
を
史
実
と
み
な
す
こ
と
は
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
第
二
次
変
法
に
つ
き
、
紀
に
は
、
「
十
二
年
、
1
作
為
成
語
、
築
翼
閾
、
秦
徒
惚
之
、
2
井
諸
小
郷
聚
、
集
為
大
縣
、
縣
一
令
、
三
十
一
縣
、

3
為
田
開
陪
陪
」
と
あ
る
。
1
成
陽
遷
都
、
2
三
十
一
縣
設
置
、
3
肝
腎
の
お
よ
そ
三
つ
に
分
か
れ
る
。
先
に
紀
↓
伝
↓
表
の
先
後
関
係
を
述

べ
た
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
少
し
く
立
ち
入
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
1
に
つ
き
、
伝
⑥
の
「
作
為
築
翼
閾
受
認
於
成
陽
」
は
造
句
が
お

　
　
②

か
し
い
。
「
作
為
春
夏
豊
成
陽
」
は
「
作
為
成
陽
」
を
説
明
的
に
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
り
、
伝
の
紀
引
用
を
再
確
認
さ
せ
る
が
、
こ
こ
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
　
　
　
　
③

さ
ら
に
「
人
品
閾
」
を
挿
入
す
る
。
錯
簡
で
な
け
れ
ば
、
「
翼
閾
」
が
稀
見
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
「
宮
廷
」
に
連
ね
て
説
明
し
よ
う
と
し
た

も
の
の
、
「
築
」
を
除
き
忘
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
講
習
都
之
」
に
、
伝
は
「
秦
自
悪
徒
都
之
」
と
「
自
粛
」
を
補
う
。
伝
は
1
相
当
部
の
あ

と
に
、
「
而
軍
民
父
子
兄
弟
同
室
内
案
者
為
禁
」
を
挿
入
す
る
。
こ
れ
は
実
は
、
伝
⑪
の
、
「
始
秦
戎
程
之
教
、
父
子
無
別
、
同
室
里
居
、
今
我

更
制
其
教
、
而
為
其
男
女
之
別
、
大
築
翼
翼
、
営
如
魯
衛
ム
矢
」
な
る
商
君
の
発
言
に
基
づ
く
。
翼
翼
の
造
営
と
同
室
内
息
の
禁
は
、
「
魯
衛
」

風
の
実
現
と
い
う
点
で
は
じ
め
て
一
連
の
措
置
と
な
る
の
で
あ
り
、
「
営
如
意
衛
　
」
が
無
い
と
両
者
の
連
関
が
わ
か
ら
な
い
。
⑥
が
⑪
を
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

用
し
た
の
で
あ
っ
て
そ
の
逆
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
一
節
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
⑪
に
は
儒
家
的
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
。

19 （549）



留
意
す
べ
き
は
、
⑪
に
は
、
翼
閾
の
造
営
や
同
室
懸
紐
の
禁
の
年
次
を
示
唆
す
る
記
述
が
何
ら
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
体
、
成
陽
遷
都
は
、

至
宝
皇
本
紀
附
載
王
名
表
に
「
其
十
三
年
、
始
都
威
陽
扁
と
、
孝
公
十
三
年
の
年
次
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
威
陽
遷
都
が
年
代
記
的
記
述
と
し

て
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
秦
年
代
記
は
、
こ
れ
を
孝
公
十
二
年
と
し
て
伝
承
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
二
」
「
三
」

の
錯
誤
は
容
易
に
起
こ
り
う
る
。
伝
⑪
の
説
話
に
由
来
す
る
「
築
翼
闘
」
を
紀
が
孝
公
十
二
年
に
繋
げ
る
の
は
、
こ
れ
を
成
陽
建
設
の
一
環
と

解
し
た
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
伝
で
は
、
同
室
恒
産
の
禁
の
部
分
を
も
加
え
て
孝
公
十
二
年
に
採
録
し
た
の
で
あ
る
。

　
2
・
3
も
同
様
に
秦
年
代
記
に
由
来
す
る
材
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
2
零
「
舛
諸
小
郷
聚
集
為
大
意
」
は
、
「
郷
聚
集
」
の
い
ず
れ
が
邑
の

称
謂
か
確
言
し
難
い
。
伝
の
現
行
本
は
「
而
集
小
都
郷
邑
聚
儲
蓄
」
に
作
る
が
、
「
都
」
は
「
諸
」
を
誤
写
し
た
上
で
「
小
」
と
転
倒
し
た
も

の
で
、
本
来
は
「
而
集
諸
小
郷
邑
、
毒
悪
縣
し
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
紀
を
「
井
諸
小
郷
、
聚
監
護
大
占
」
と
解
し
た
上
で
、
「
聚
集
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

二
字
の
動
詞
を
「
聚
」
に
縮
め
、
「
井
」
を
除
い
て
「
集
」
を
こ
こ
に
移
し
、
戦
国
期
を
扱
っ
た
説
話
に
「
郷
邑
」
が
頻
議
す
る
こ
と
か
ら
、

「
郷
」
を
「
甲
州
」
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
「
初
高
小
邑
為
三
十
一
縣
、
令
、
」
は
さ
ら
に
、
伝
の
「
諸
小
郷
邑
」
を
「
小
子
」
に
節
略

し
、
「
集
」
「
聚
」
を
同
義
と
し
て
「
二
軸
を
除
い
て
「
取
」
（
聚
）
を
置
き
、
さ
ら
に
、
伝
「
聚
為
縣
、
…
…
凡
三
十
一
縣
」
を
「
為
三
十
一

縣
」
に
節
略
す
る
。
表
「
取
小
聖
為
三
十
一
縣
、
令
」
が
、
全
く
伝
の
節
略
に
係
る
と
い
う
事
実
は
、
『
総
記
』
が
相
当
部
分
を
欠
い
た
こ
と

を
示
唆
す
る
。
こ
こ
で
も
、
紀
↓
伝
↓
表
の
先
後
関
係
が
再
確
認
さ
れ
る
が
、
問
題
は
、
表
が
「
初
」
を
附
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
3

「
為
田
開
肝
隔
」
に
関
わ
る
。

　
伝
は
、
「
為
田
開
粁
午
寝
彊
」
と
「
肝
隔
」
を
説
明
す
べ
く
「
封
彊
」
を
補
い
、
「
而
賦
開
平
、
平
野
桶
権
衡
丈
尺
」
を
加
え
る
。
「
詩
序
陪
」

と
賦
税
・
度
量
衡
を
関
連
付
け
る
こ
と
は
、
噸
戦
国
策
』
秦
策
三
「
察
沢
見
逐
於
趙
偏
章
に
、
「
平
権
衡
、
正
度
量
、
調
軽
重
、
決
裂
粁
阻
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

あ
る
。
こ
の
一
章
は
番
茶
説
話
列
伝
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
添
景
列
伝
編
纂
の
段
階
で
す
で
に
利
用
可
能
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
賦
税

平
」
「
平
出
桶
権
衡
丈
尺
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
調
軽
重
」
「
平
権
衡
、
正
度
量
」
に
基
づ
く
も
の
と
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
紀
・
伝
・
表
を
通

じ
て
用
い
ら
れ
る
「
為
田
開
副
章
」
は
、
「
決
裂
粁
晒
」
と
は
表
現
が
異
な
る
。
紀
編
纂
段
階
で
察
沢
説
話
を
利
用
し
て
造
作
し
た
も
の
で
は
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あ
り
え
な
い
。
秦
年
代
記
に
す
で
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
伝
「
為
田
開
業
阻
喪
彊
」
に
対
し
、
表
「
為
田
生
肝
隔
」
が
「
実
以
」

を
欠
く
点
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
部
分
が
伝
で
は
な
く
『
秦
記
』
に
由
来
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
秦
始
皇
本
紀

附
載
王
名
表
「
（
昭
嚢
王
）
立
四
年
、
初
為
田
開
粁
陪
」
で
あ
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
が
最
も
本
来
的
な
秦
の
年
代
記
的
記
録
の
面
貌
を

保
存
し
た
も
の
と
考
え
る
。
秦
年
代
記
↓
紀
の
過
程
で
「
初
」
が
脱
落
す
る
　
方
で
、
『
秦
記
田
は
こ
の
ま
ま
「
初
為
田
開
肝
腎
」
に
作
り
、

表
編
纂
の
際
に
伝
を
節
略
し
た
「
取
小
邑
為
三
十
一
縣
、
令
」
が
「
初
」
の
直
後
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
粁
六
甲
開
始
に
つ
い
て
は
、
紀
・
伝
・
表
の
孝
公
十
二
年
（
薦
三
五
〇
）
と
、
秦
始
皇
附
載
王
華
表
の
昭
裏
王
四
年
目
前
三
Ω
エ
）
の
二
つ
の

年
次
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
近
年
の
出
土
資
料
は
む
し
ろ
こ
ち
ら
を
支
持
す
る
も
の
と

考
え
る
。

　
先
ず
恵
文
王
四
年
（
前
論
三
四
）
の
秦
封
宗
邑
瓦
書
は
、
の
ち
の
長
安
西
南
郊
の
杜
邑
に
お
け
る
封
邑
の
境
界
画
定
を
記
す
が
、
「
封
」
は
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

え
る
が
、
粁
陪
は
全
く
見
え
な
い
。
漢
代
の
境
界
画
定
が
「
陪
」
を
活
用
す
る
こ
と
と
顕
著
な
相
違
で
あ
り
、
粁
晒
が
当
時
な
お
成
陽
周
辺
に

お
い
て
さ
え
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
。

　
つ
い
で
、
四
川
青
川
那
家
坪
五
〇
号
思
出
土
木
腰
に
記
さ
れ
た
武
王
二
年
（
前
三
〇
九
）
更
脩
為
田
律
は
、
一
畝
陪
一
歩
×
二
四
〇
歩
の
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

晒
の
形
状
を
規
定
し
た
上
で
、
そ
の
維
持
補
修
を
命
じ
て
い
る
。
鮨
詰
制
が
す
で
に
普
及
し
て
い
た
な
ら
ば
、
周
知
で
あ
る
べ
き
形
状
の
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
無
用
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
簡
報
は
こ
の
紀
年
に
専
ら
依
存
し
て
五
〇
号
墓
の
年
代
を
前
三
〇
九
年
頃
と
す
る
が
、
留
意
す
べ
き
は
、
木
糠

背
面
が
「
？
年
十
二
月
」
の
「
不
除
道
」
の
日
付
を
記
す
こ
と
で
あ
る
。
「
除
道
」
は
律
文
に
見
え
、
む
し
ろ
「
不
除
道
」
の
記
録
が
正
面
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

そ
の
法
的
根
拠
と
し
て
背
面
に
感
文
を
記
し
た
と
す
る
見
解
が
当
た
っ
て
い
よ
う
。
「
？
年
」
を
、
簡
報
は
「
四
年
」
と
す
る
が
、
臆
測
す
る

に
、
誓
文
に
よ
っ
て
武
王
二
年
頃
に
墓
葬
を
磐
代
す
る
こ
と
が
先
行
し
、
こ
れ
に
辻
褄
を
合
わ
せ
る
べ
く
、
至
近
の
幾
年
た
る
「
四
年
」
（
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

三
〇
七
）
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
木
順
を
精
査
し
た
子
器
亮
氏
の
「
九
年
」
の
釈
読
は
、
「
四
年
」
の
依
拠
し
が
た
き
こ
と
を
証
す
る
。
武

王
二
年
以
後
、
秦
の
「
九
年
」
は
牛
歩
王
九
年
（
工
合
九
八
）
か
始
皇
九
年
（
前
二
三
八
）
し
か
な
い
。
諸
氏
が
自
ら
釈
話
し
た
「
九
年
」
に
何
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ら
コ
メ
ン
ト
し
な
い
の
は
、
事
事
王
九
年
・
始
皇
九
年
が
簡
報
の
歴
代
に
甚
だ
し
く
懸
隔
す
る
こ
と
を
揮
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

川
底
群
の
墓
葬
・
遺
物
を
再
検
討
し
、
墓
群
の
年
代
を
前
二
七
八
年
以
降
、
「
或
い
は
秦
代
に
も
及
ぶ
」
と
す
る
間
瀬
収
芳
氏
の
所
見
に
従
え

ば
、
「
九
年
」
は
上
皇
九
年
に
限
定
さ
れ
る
。
始
皇
九
年
ま
で
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
以
降
も
行
わ
れ
た
野
陪
制
は
生
際
二
年
に
よ
う
や
く
確
定

し
た
も
の
と
な
る
。
秦
史
の
推
移
を
た
ど
る
と
、
武
王
三
年
に
宜
陽
攻
略
戦
が
始
ま
り
、
翌
年
、
こ
れ
を
攻
略
す
る
が
、
二
王
が
急
死
す
る
。

武
王
に
子
が
無
か
っ
た
た
め
、
弟
の
昭
牛
王
が
即
位
す
る
が
、
こ
れ
に
は
不
満
が
多
く
、
昭
嚢
王
二
年
（
前
三
〇
五
）
に
は
桑
君
の
乱
が
勃
発

す
る
。
王
名
表
「
初
為
開
陪
陪
」
は
、
す
で
に
公
布
さ
れ
て
い
た
粁
陪
舗
の
実
施
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
六
年
の
懸
隔
は
、
宜
陽
攻
略

戦
・
武
王
急
死
・
昭
嚢
王
初
年
の
内
乱
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
か
く
考
え
る
な
ら
ば
、
「
更
脩
為
田
律
」
の
「
更
正
」
は
そ
れ
以
前
の
何
ら

か
の
肝
階
制
の
更
改
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
律
文
の
附
加
そ
の
も
の
を
か
く
称
し
た
も
の
と
な
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
何
故
、
肝
晒
制
開
始
が
商
事
に
附
会
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
た
い
の
は
、
戦
国
諸
子
文
献
に
肝
阻
制
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

商
君
の
関
連
が
全
く
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
『
商
霜
書
』
に
粁
陪
が
見
え
な
い
こ
と
は
軽
視
で
き
な
い
。
上
掲
『
韓
非
子
』
和
氏

に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
戦
国
晩
期
に
は
、
尊
君
の
響
応
制
創
設
が
喧
伝
さ
れ
た
。
什
伍
・
溶
岩
（
千
百
謳
屡
）
の
字
形
の
類
似
が
、
商
君
と
粁
陪
制

を
結
合
し
た
も
の
と
考
え
る
。
上
掲
咽
戦
国
策
』
秦
策
三
「
察
沢
見
逐
於
趙
」
章
の
「
決
裂
肝
陪
」
の
一
節
は
、
こ
の
結
合
を
示
す
最
も
早
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

事
例
だ
が
、
こ
の
説
話
は
漢
代
以
降
の
成
立
に
係
る
。
そ
も
そ
も
二
王
二
年
の
更
脩
為
田
律
が
現
行
法
で
あ
っ
た
秦
代
以
前
に
お
い
て
、
商

君
・
肝
陪
制
の
附
会
は
発
生
し
え
な
い
。

　
仁
君
と
肝
鼻
薬
が
直
結
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
本
来
昭
尊
王
四
年
に
繋
げ
ら
れ
て
い
た
「
初
為
田
開
肝
陪
」
が
、
孝
公
十
二
年
に
繋

げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
昭
々
王
四
年
余
、
尊
王
報
十
二
年
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
上
述
の
馬
陵
の
戦
・
商
君
父
魏
の
如
く
、

紀
・
表
に
は
、
年
数
を
繋
げ
る
べ
き
国
君
を
誤
っ
た
結
果
、
年
次
を
誤
っ
た
事
例
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
秦
年
代
記
・
『
秦

記
』
編
纂
の
段
階
で
、
年
数
は
明
記
さ
れ
な
が
ら
、
国
君
が
曖
昧
な
材
料
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
商
君
と
肝
晒
制
を
直
結
す
る

言
説
が
喧
伝
さ
れ
た
結
果
、
昭
裏
王
四
年
1
1
周
王
蝦
十
二
年
を
孝
公
十
二
年
の
錯
誤
と
す
る
解
釈
が
生
じ
、
秦
年
代
記
・
『
秦
記
』
で
は
孝
公
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十
二
年
に
繋
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
秦
策
三
は
、
「
決
裂
肝
隔
」
を
、
「
平
権
衡
、
正
度
量
、
調
軽
重
」
と
連
ね
て
む
し
ろ
肯
定
的
に
扱
う
が
、
薬
代
に
は
井
田
制
の
破
壊
と
し
て

戸
戸
制
を
否
定
的
に
扱
う
儒
家
の
言
説
が
登
場
す
る
。
そ
の
前
段
階
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
韓
詩
外
伝
』
四
－
十
三
で
あ
る
。
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
、
井
田
制
は
田
綱
よ
り
む
し
ろ
、
互
助
組
織
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
、
相
互
監
視
組
織
た
る
「
伍
」
を
こ
れ
に
対
置
し
、
非
難
す
る
。

こ
こ
で
批
判
さ
れ
る
の
は
「
今
」
、
す
な
わ
ち
同
時
代
の
現
状
な
の
で
、
商
君
は
登
場
し
な
い
が
、
什
専
制
↓
二
君
の
連
想
は
自
然
の
趨
勢
と

い
う
べ
く
、
秦
の
否
定
的
な
記
号
化
と
相
侯
っ
て
、
井
田
制
の
破
壊
者
と
し
て
商
君
を
否
定
し
、
商
君
を
媒
介
に
井
田
制
↓
肝
階
制
な
る
推
移

が
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
漢
書
』
食
貨
志
「
至
秦
則
猛
然
、
華
商
鞍
盛
業
、
改
帝
王
之
制
、
除
井
田
、
民
得
売
買
、
富
者
田
重
任
伯
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

貧
者
亡
立
錐
之
地
」
の
董
伸
斜
の
言
説
は
そ
れ
に
他
な
ら
な
い
。

　
第
二
次
変
法
は
、
『
史
記
隠
編
纂
段
階
に
す
で
に
年
代
記
的
記
述
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
部
分
を
含
み
、
第
一
次
変
法
に
比
べ
れ
ば
、
よ
ほ

ど
史
実
性
の
高
い
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
翼
下
の
造
営
と
同
室
内
息
の
禁
は
、
独
立
し
た
説
話
か
ら
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
肝
君

臨
は
、
帯
代
以
降
に
商
君
に
附
会
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
石
盛
建
設
と
三
十
一
縣
設
置
は
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
が
、
何
よ
り
粁
陪
制
研

究
に
牽
引
さ
れ
構
築
さ
れ
て
き
た
第
二
次
変
法
の
社
会
改
革
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
い
に
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
①
拙
稿
「
課
金
研
究
序
説
」
　
　
　
　
　
　

参
照
。
　
　
　
　
調
製
藩
政
、
　
　
に
由
来
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
史
林
蜘
七
八
－
三
、
一
九
九
五
）

②
　
　
明
史
記
田
注
考
証
勧
「
璽
傍
日
、
既
云
為
、
又
云
築
、
恐
有
田
字
、
梁
玉
縄
引

　
王
孝
廉
日
、
疑
是
体
翼
醗
、
作
為
宮
庭
於
成
陽
」

③
伝
の
『
索
隠
臨
に
「
翼
閾
即
魏
闘
也
、
翼
、
記
也
、
配
列
教
令
、
当
記
於
此
門

　
閾
」
、
紀
の
『
正
義
撫
に
「
劉
伯
荘
云
、
翼
猶
記
事
、
閾
即
象
魏
也
」
と
あ
る
。

　
象
魏
は
『
周
礼
隔
天
宮
・
家
宰
「
乃
虫
食
象
之
辛
子
象
魏
偏
に
見
え
、
鄭
衆
は

　
「
象
魏
、
闘
也
、
故
畳
職
、
季
聖
子
御
公
立
予
象
魏
之
外
、
命
怨
霊
魏
日
、
旧
章

　
不
可
忘
」
と
注
す
る
。

④
「
魯
衛
」
を
儒
家
的
価
値
の
象
微
と
す
る
こ
と
は
、
『
論
語
臨
難
路
門
子
日
、

　
　
　
　
　
兄
弟
也
偏
　
　
　
　
　
　
六
國
隔
牛
表
山
序
「
訟
哩
榮
之
徳
…
義
不
如
魯
衛
之
暴

　
戻
者
」
の
如
く
頻
見
す
る
。
凝
聚
の
発
言
は
、
「
孔
丘
有
言
日
」
な
る
孔
壬
言
や
、

　
隅
詩
輪
隅
書
㎞
を
引
く
ほ
か
、
「
驚
喜
之
日
、
非
其
位
而
居
之
日
華
位
」
が
『
論

　
語
隔
泰
伯
・
憲
間
門
子
日
、
不
在
其
位
、
不
謀
其
政
」
・
憲
問
「
曾
子
日
、
碧
子

　
思
不
出
其
位
」
を
踏
ま
え
る
よ
う
に
、
儒
家
文
献
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。

⑤
伝
④
に
も
「
郷
士
大
治
扁
と
あ
る
。

⑥
秦
策
三
よ
り
萢
唯
薬
沢
列
伝
の
方
が
記
述
内
容
が
多
い
。
商
看
に
つ
い
て
も
、

　
秦
策
三
門
平
権
衡
、
正
度
量
、
調
軽
重
、
決
裂
隆
陪
、
教
民
耕
戦
」
を
、
伝
は

　
「
明
法
令
、
禁
田
本
、
尊
爵
必
賞
、
有
罪
必
罰
、
平
権
衡
、
正
度
鐙
、
調
軽
重
、
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決
裂
隆
順
、
以
静
生
民
之
業
而
一
其
俗
、
心
隔
耕
農
利
土
、
一
室
無
二
事
、
力
田

　
欝
積
、
亜
型
陳
之
事
一
に
作
る
。
伝
の
み
に
見
え
る
部
分
に
は
、
括
弧
内
に
示
す

　
よ
う
に
古
典
の
引
用
が
著
し
い
。
「
故
國
府
道
則
仕
、
国
無
道
則
隠
、
（
『
論
語
隔

　
衛
尊
公
）
聖
人
日
、
飛
龍
在
天
、
利
見
大
人
（
『
易
臨
乾
）
、
不
義
而
溜
息
貴
、
於

　
我
如
浮
雲
（
㎎
論
語
輪
述
而
）
」
「
答
聞
之
、
鑑
於
水
者
見
面
之
容
、
鑑
於
人
者
知

吉
与
凶
（
『
墨
子
瞼
非
攻
申
）
、
書
田
、
成
功
之
下
、
不
可
講
堂
（
逸
書
）
」
「
而
有

　
翼
翼
・
延
齢
季
子
之
譲
（
叩
上
は
噸
荘
子
匝
譲
王
）
」
「
易
冒
、
充
龍
有
閑
（
乾
）
」

　
［
吾
聞
、
欲
而
不
知
足
、
失
語
所
以
欲
、
膚
而
不
知
止
、
失
其
所
以
有
縣
（
「
知

　
足
扁
「
知
止
」
は
凹
老
子
輪
三
十
二
・
三
十
三
章
）
。
伝
が
先
行
し
て
、
古
典
の
引

　
用
部
分
の
み
を
わ
ざ
わ
ざ
選
択
的
に
毒
除
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
秦
策
三
に
、

　
讐
語
霞
扁
と
し
て
『
易
隔
豊
・
象
伝
「
日
中
則
提
、
月
盈
則
食
、
天
地
盈
虚
、
与

　
時
消
息
」
を
踏
ま
え
た
「
日
中
則
移
、
月
満
則
薦
、
物
盛
則
衰
、
天
地
之
常
数
也
、

　
進
退
巨
眼
変
化
、
聖
人
之
常
道
也
扁
が
あ
る
以
上
、
嗣
除
は
想
定
で
き
な
い
。

　
『
論
語
臨
や
『
老
子
撫
糊
荘
子
』
『
塁
子
臨
の
ほ
か
、
開
易
瞼
が
引
用
さ
れ
る
。

　
『
易
隔
や
道
家
を
基
調
と
す
る
こ
と
は
、
萢
唯
へ
の
引
退
勧
告
と
い
う
説
話
の
主

　
旨
に
彬
応
し
い
が
、
さ
ら
に
儒
家
・
鑑
家
な
ど
そ
の
他
の
諸
子
に
も
通
ず
る
あ
り

　
か
た
は
、
太
史
公
自
序
「
論
六
家
之
要
指
」
の
司
馬
談
の
思
想
に
正
し
く
合
致
す

　
る
。
楊
侮
に
『
易
』
を
学
ん
だ
司
馬
田
が
、
秦
策
三
の
象
伝
に
基
づ
く
記
述
に
触

　
発
さ
れ
、
潤
色
に
務
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
察
沢
の
説
話
は
、
苑
唯
引
退
の
成
功
と

　
い
う
結
末
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
が
、
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
『
編
年
三
輪
に
珊
五
十

　
二
】
年
、
王
稽
・
張
二
死
」
と
あ
る
よ
う
に
、
昭
国
王
五
十
二
年
（
前
二
五
五
）

　
の
苑
礁
（
張
禄
）
処
刑
は
秦
人
に
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
置
旧
説
話
は
萢
堆

　
刑
死
が
忘
却
さ
れ
た
漢
代
以
降
の
創
作
と
な
る
。

⑦
嚢
仲
｝
噸
秦
代
陶
文
腕
（
三
秦
出
版
社
、
一
九
八
七
）
参
照
。

⑧
渡
辺
信
一
郎
「
肝
限
鋼
論
」
（
咽
中
国
古
代
社
会
論
睡
第
二
章
、
青
木
書
店
、
一

　
九
八
六
）
参
照
。

⑨
渡
辺
信
一
郎
「
隆
階
無
論
」
（
上
掲
）

⑩
四
州
省
博
物
館
・
蓼
川
縣
文
化
館
門
三
川
縣
出
土
秦
更
修
腰
弱
木
腰
綱
（
『
文

　
物
』
　
一
九
八
二
…
～
）

⑪
冨
谷
至
「
四
川
青
川
郷
家
坪
墓
詣
順
」
（
『
中
国
書
道
全
集
』
～
、
平
凡
社
、
一

　
九
八
八
）

⑫
干
豪
亮
「
思
様
川
里
墓
木
霊
」
（
『
文
物
㎏
一
九
ハ
ニ
ー
こ

⑬
賜
瀬
収
芳
「
秦
帝
国
形
成
過
程
の
一
考
察
－
四
川
省
津
川
縣
戦
国
墓
の
検
討
に

　
よ
る
一
」
（
『
史
林
駈
六
七
…
一
、
　
一
九
八
四
）

⑭
先
秦
文
献
に
「
滞
留
」
は
三
見
で
あ
り
、
『
素
子
』
四
時
「
端
険
阻
、
修
封
彊
、

　
正
千
軍
」
を
得
る
の
み
で
あ
る
。
金
谷
治
焔
管
子
の
研
究
輪
（
岩
波
書
店
、
一
九

　
八
七
）
は
四
時
を
戦
国
晩
期
前
段
に
藤
代
す
る
。
渡
辺
信
一
郎
「
隆
願
制
論
」

　
（
上
掲
）
は
、
『
戦
国
策
輪
趙
策
一
「
張
即
談
既
固
七
宗
」
章
「
広
島
彊
、
発
五

　
百
」
の
「
五
百
」
を
横
田
惟
孝
隅
戦
国
策
正
解
撫
に
よ
り
、
「
粁
陪
」
の
誤
と
し
、

　
趨
嚢
子
（
前
脚
七
五
…
前
群
二
五
）
の
頃
に
趙
氏
の
所
領
に
肝
晒
制
が
存
在
し
た

　
証
拠
と
す
る
が
、
仮
に
横
田
説
に
従
う
に
し
て
も
、
趙
策
一
を
趙
嚢
子
期
の
同
時

　
代
的
記
録
と
な
し
え
な
い
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
門
弟
貴
男
列
侯
者
、
不
令
在
相

　
位
㎏
の
門
列
侯
扁
が
諸
賢
称
王
を
前
提
と
す
る
爵
位
で
あ
る
こ
と
に
す
で
に
明
ら

　
か
で
あ
ろ
う
。
渡
辺
氏
は
さ
ら
に
、
銀
黒
山
漢
簡
『
孫
子
』
呉
問
が
、
知
氏
の
韓

　
魏
に
先
立
つ
滅
亡
、
轟
然
の
趙
に
先
立
つ
滅
亡
を
予
言
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

　
箭
四
五
三
年
の
知
氏
滅
亡
、
前
盛
〇
王
年
の
王
晋
諸
侯
公
認
以
前
の
醤
説
と
し
、

　
「
前
提
（
氏
）
雪
田
、
以
百
廿
歩
為
娩
（
碗
）
、
以
二
百
撒
歩
為
吻
（
畝
）
、
公
無

　
税
焉
、
公
家
貧
、
其
進
士
少
、
霊
倉
臣
収
、
以
亘
理
民
、
総
踊
國
国
、
響
国
帰

　
焉
」
の
二
四
〇
歩
一
畝
鋼
を
、
各
地
に
お
い
て
浄
潔
制
が
前
五
世
紀
後
半
に
存
在

　
し
た
証
拠
と
さ
れ
る
が
、
や
は
り
語
彙
か
ら
い
っ
て
、
呉
問
を
前
五
世
紀
後
半
に

　
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
門
公
家
」
だ
が
、
斉
霊
堂
（
前
五
八
一
－
前

　
五
五
四
）
期
の
叔
萸
鐘
鉾
銘
門
余
弘
猷
乃
心
、
余
命
女
、
政
子
朕
三
軍
・
、
粛
成
朕
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副
署
之
政
徳
、
諌
罰
朕
庶
民
、
…
…
女
嫌
共
辞
命
、
要
撃
蕩
公
家
、
女
難
裳
朕
行

　
師
、
女
墨
黒
予
戎
攻
」
に
お
い
て
、
「
諌
罰
朕
庶
民
」
を
「
雁
爾
公
家
扁
と
表
現

　
す
る
こ
と
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
公
家
」
は
本
来
、
門
庶
民
」
な
ど
具
体
的
な
内

　
容
を
伴
っ
た
公
（
諸
侯
）
の
家
産
を
指
し
た
。
降
っ
て
戦
国
期
の
用
例
に
お
い
て

　
も
、
「
公
家
」
の
「
公
」
が
諸
侯
を
指
す
事
例
は
な
お
見
受
け
ら
れ
る
が
、
㎎
左

　
伝
㎞
昭
二
十
五
「
我
家
罷
也
、
不
鎌
瀬
国
」
を
『
韓
非
子
協
内
省
説
下
が
、
「
我

　
家
臣
也
、
安
知
公
家
」
と
書
き
換
え
る
事
例
の
如
く
、
戦
国
晩
期
に
は
、
「
公
家
」

　
は
、
「
国
」
（
国
家
）
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
全
問
で
は
、
諸
侯
な

　
ら
ぬ
無
敵
に
つ
き
「
公
家
漏
を
用
い
、
趙
氏
を
国
家
に
み
た
て
て
い
る
わ
け
で
あ

　
り
、
す
で
に
公
H
諸
侯
の
原
義
は
忘
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
例
だ
け
で
も
、
呉

　
問
に
戦
国
晩
期
の
表
現
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
斉
に
仕
え
た
孫
膿

　
に
仮
託
し
た
『
藤
織
兵
法
』
と
と
も
に
、
薫
習
か
ら
出
土
し
た
こ
と
に
示
唆
さ
れ

　
る
よ
う
に
、
銀
雀
麟
『
孫
子
』
は
斉
地
の
作
と
思
わ
れ
る
。
韓
魏
の
趙
に
先
立
つ

　
滅
亡
は
、
斉
か
ら
見
て
韓
魏
に
対
す
る
趙
の
圧
倒
的
優
勢
が
感
じ
ら
れ
た
趙
武
霊

　
業
際
の
状
況
を
反
映
す
る
雪
説
で
あ
ろ
う
。
韓
魏
は
前
脚
〇
三
年
以
来
、
斉
に
従

　
属
し
て
楚
に
出
兵
し
、
喬
二
九
八
年
中
は
秦
に
出
兵
し
て
い
る
が
、
一
方
前
二
九

　
五
年
の
中
山
征
服
は
趙
が
主
導
し
、
斉
・
燕
が
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

⑮
注
⑥
参
照
。

⑯
八
家
相
保
、
出
入
更
守
、
疾
病
相
論
、
三
業
相
救
、
有
無
相
差
、
飲
食
相
招
、

　
坦
坦
相
謀
、
漁
猟
分
得
、
仁
愚
施
行
、
是
以
直
黒
欝
気
而
相
好
、

⑰
今
或
不
備
、
令
民
相
伍
、
有
罪
相
伺
、
有
価
相
挙
、
使
構
造
影
踏
、
而
民
相
残
、

　
傷
和
睦
清
心
、
賊
仁
恩
、
害
上
領
、
所
和
者
寡
、
欲
敗
者
多
、
於
仁
道
混
焉
、

⑱
こ
こ
で
、
『
漢
書
海
地
理
志
「
孝
公
用
商
君
、
制
韓
田
、
開
豊
楽
、
東
雄
諸
侯
」

　
の
門
制
前
田
」
に
つ
き
私
見
を
述
べ
て
お
く
。
地
理
志
の
最
後
に
位
置
す
る
こ
の

　
部
分
は
、
「
漢
承
百
王
之
宋
、
国
土
変
改
、
民
人
馬
鞭
、
成
帝
時
劉
向
略
言
其
地

　
分
、
丞
相
張
禺
使
属
頴
川
朱
韓
条
其
風
俗
、
猶
未
宣
究
、
故
里
而
論
之
、
終
其
本

末
著
於
篇
」
と
あ
る
よ
う
に
、
漢
帝
国
諸
地
域
の
門
地
分
扁
に
関
わ
る
劉
向
説
、

「
風
俗
」
に
関
わ
る
朱
鞍
説
を
班
固
が
整
理
し
、
さ
ら
に
「
本
末
」
を
附
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
問
題
の
「
孝
公
用
商
君
扁
以
下
は
、
「
秦
之
先
駈
広
益
」
よ
り
二

世
滅
亡
に
及
ぶ
秦
史
の
「
本
末
」
を
叙
述
し
た
、
班
固
の
筆
に
係
る
部
分
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
食
貨
志
「
副
章
孝
公
爾
商
霜
、
壊
井
田
、
開
任
伯
、
急
聖
戦
之
賞
、

錐
非
古
道
、
猶
虚
器
本
庁
故
、
傾
郷
国
而
雄
諸
侯
」
と
の
構
文
の
重
複
に
よ
り
傍

証
さ
れ
る
。
渡
辺
信
一
郎
「
古
代
中
国
に
お
け
る
小
農
民
経
営
の
形
成
」
（
上
掲

書
第
一
章
）
は
、
両
者
が
共
通
の
原
史
料
に
基
づ
き
、
「
制
韓
田
」
は
「
古
い
文

献
に
基
づ
い
た
も
の
」
で
、
「
壊
井
田
」
は
「
漢
儒
に
よ
っ
て
改
作
さ
れ
た
も
の
」

と
す
る
が
、
一
体
、
地
理
志
の
「
秦
之
先
日
柏
益
扁
の
一
節
は
、
一
部
『
尚
書
㎞

舜
典
（
漢
代
に
は
発
典
の
一
部
）
を
交
え
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
秦
本
紀
・
六

国
年
表
と
の
表
現
・
内
容
の
～
致
が
確
認
さ
れ
、
「
制
蟹
田
」
の
一
句
の
み
に
独

自
の
原
資
料
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
「
制
韓
田

開
仔
伯
」
は
、
「
初
為
田
開
肝
隔
」
に
対
す
る
班
固
の
訓
詰
と
考
え
る
。
門
初
為
田

開
室
隠
」
は
六
国
年
表
「
初
取
小
邑
聖
王
十
～
縣
、
令
、
池
園
開
降
隔
」
を
節
略

し
た
か
、
あ
る
い
は
、
秦
始
皇
本
紀
附
載
玉
名
表
の
直
後
に
「
孝
明
皇
帝
十
七
年

十
月
十
五
日
乙
線
偏
以
下
の
班
固
の
発
雷
が
澱
か
れ
る
こ
と
を
積
極
的
に
評
価
し
、

王
名
表
を
班
固
の
保
存
に
係
る
も
の
と
す
れ
ば
、
王
名
表
「
初
為
田
開
粁
附
扁
を

そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
と
な
る
。
門
頬
返
扁
は
「
愛
田
扁
と
も
書
く
が
、
「
初
為
」

「
制
裳
」
は
偏
勢
を
共
有
す
る
。
貨
殖
列
伝
「
総
代
石
北
也
、
潤
辺
胡
、
数
被

憲
」
を
引
用
す
る
地
理
志
「
早
漏
石
北
、
追
討
発
想
扁
は
、
貨
殖
列
伝
下
文
「
迫

近
北
夷
」
の
「
迫
近
」
を
流
用
し
、
「
辺
」
に
代
替
す
る
。
「
迫
近
」
門
辺
扁
も
偏

重
を
共
有
し
、
字
形
の
類
似
を
用
い
る
訓
訪
の
存
在
を
知
る
。
班
固
は
賦
家
と
し

て
も
著
名
だ
が
、
た
と
え
ば
両
都
賦
「
玄
鶴
自
書
、
黄
昏
鶴
翼
、
鵬
八
田
睨
、
髭

驚
鴻
鷹
」
が
視
覚
的
に
示
す
よ
う
に
、
字
形
へ
の
感
受
性
は
、
賦
が
盛
行
し
た
漢

人
に
は
と
り
わ
け
旺
盛
で
あ
っ
た
。
一
体
「
為
田
」
は
そ
れ
だ
け
で
は
わ
か
り
に
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く
い
。
下
妻
は
「
為
」
「
髪
」
の
偏
労
の
共
有
か
ら
直
ち
に
「
擾
濁
」
（
「
韓
田
」
）

を
連
想
し
、
「
初
」
の
偏
夢
を
流
用
し
て
「
制
韓
田
」
の
一
句
を
造
作
し
た
も
の

と
考
え
る
。
「
韓
田
扁
の
意
味
と
し
て
、
顔
師
古
注
は
魏
の
海
髪
・
孟
康
の
説
を

採
録
す
る
が
、
両
者
と
も
「
韓
」
を
、
隅
周
礼
猛
地
図
・
大
司
徒
「
不
易
印
地
、

家
百
晦
、
｝
易
之
地
、
家
二
百
晦
、
再
易
錦
地
、
家
三
百
晦
」
の
「
易
」
と
し
、

要
す
る
に
「
細
田
」
を
井
田
制
と
解
す
る
。
「
制
服
繭
、
常
任
伯
」
を
張
憂
は
井

田
制
の
創
設
と
し
、
孟
康
は
復
活
と
す
る
。
「
制
」
を
制
定
と
す
る
こ
と
は
正
し

い
が
、
食
貨
志
に
「
壊
井
田
、
開
門
伯
」
と
あ
る
以
上
、
井
田
制
の
劔
設
・
復
活

と
い
う
張
曇
・
孟
康
の
解
釈
は
、
班
固
の
「
制
韓
田
」
に
は
妥
当
し
な
い
。
一
体
、

「
戦
田
扁
（
「
髪
田
扁
）
は
、
隅
左
伝
』
僖
十
五
「
晋
於
豊
漁
作
愛
田
」
・
『
国
語
蛭
晋

語
三
門
焉
作
穀
田
扁
の
み
に
見
え
、
『
左
伝
駈
噌
国
語
価
を
慣
用
す
る
班
固
も
こ
の

事
例
を
意
識
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
班
固
は
「
戟
、
易
也
、
為
易
田
之

法
、
賞
衆
田
田
、
易
者
、
易
張
界
也
」
（
糊
国
語
隔
津
昭
注
）
な
る
賢
蓬
説
に
依
拠

し
た
に
相
違
な
い
。
貿
逡
（
扶
風
平
陵
人
、
三
〇
1
一
〇
一
）
は
、
班
固
（
扶
風

安
陵
人
、
三
二
…
九
二
）
と
同
年
輩
、
籍
貫
も
隣
縣
で
殆
ど
同
郷
、
「
与
班
固
並

校
秘
書
、
応
対
左
右
」
（
闘
後
漢
轡
隔
責
蓮
伝
）
と
、
校
二
郎
と
し
て
同
僚
で
あ
り
、

七
九
年
置
白
虎
観
会
議
に
も
と
も
に
参
加
し
た
。
質
逡
は
、
門
尤
明
左
氏
伝
・
国

語
、
為
之
解
詰
五
十
一
篇
、
永
平
中
（
五
八
一
七
五
）
、
上
疏
献
之
、
顕
宗
重
其

書
、
写
蔵
秘
館
」
（
同
）
と
あ
る
よ
う
に
、
妾
時
最
高
の
隅
左
伝
臨
『
国
語
』
学
者

で
あ
り
、
『
左
伝
口
器
十
五
疏
「
豊
里
・
孔
晃
忌
中
、
裳
、
易
也
、
賞
衆
以
臓
、

易
其
脹
畔
」
の
如
く
、
服
慶
・
孔
晃
に
降
っ
て
も
、
山
国
説
が
遵
守
さ
れ
た
。
班

固
の
「
韓
田
」
が
、
買
蓬
説
以
外
の
解
釈
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
と
は
到
底
考
え

が
た
い
。
買
薬
の
「
韓
語
」
解
釈
は
、
賞
賜
の
た
め
に
田
地
の
境
界
を
引
き
直
し

た
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
張
婁
・
孟
康
の
如
き
配
の
経
営
は
何
ら
意
識
さ
れ
な

い
。
二
階
は
、
商
君
列
伝
の
軍
功
爵
制
を
、
軍
功
に
対
す
る
贈
お
よ
び
そ
れ
に
見

合
っ
た
田
の
賞
賜
と
し
、
綱
開
肝
脹
面
を
田
地
賞
賜
に
伴
う
境
界
改
訂
と
し
、
そ

の
限
り
に
お
い
て
こ
れ
を
『
左
伝
』
開
国
語
㎞
の
「
養
田
」
（
「
髪
囲
」
）
と
同
類
の

制
度
の
創
設
と
み
な
し
、
「
為
田
」
を
「
黒
田
扁
（
「
韓
国
」
扁
）
と
し
た
も
の
と
考

え
る
。

26 （556）

結

語

　
商
君
変
法
が
多
分
に
歴
史
的
実
体
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
『
史
記
』
に
集
大
成
さ
れ
る
に
至
る

ま
で
の
商
君
像
の
形
成
に
つ
き
、
お
よ
そ
の
展
望
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
年
代
記
・
出
土
資
料
な
ど
の
確
実
な
材
料
か
ら
窺
わ
れ
る
実
在
の
商
鴛
は
、
軍
事
・
外
交
に
功
績
を
挙
げ
、
男
君
に
ま
で
立
身
し
た
秦
の
大

臣
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
い
え
な
い
。
『
筍
子
』
議
兵
が
「
世
俗
之
所
謂
善
用
兵
豊
中
」
と
、
商
君
を
専
ら
戦
術
家
と
し
て
雷
及
す
る

こ
と
が
、
そ
の
実
像
に
最
も
近
か
ろ
う
。

　
変
法
者
と
し
て
の
商
君
像
形
成
に
先
立
ち
、
孝
公
の
特
薦
が
指
摘
さ
れ
る
。
前
三
二
五
年
の
恵
文
王
称
王
の
際
、
こ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め
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②

に
、
秦
史
の
大
幅
な
改
変
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
孝
公
は
、
い
わ
ば
周
王
朝
に
お
け
る
文
王
の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
商
量
は
前
三

三
八
年
の
恵
文
王
即
位
の
際
に
反
逆
者
と
し
て
謙
殺
さ
れ
た
の
で
、
以
後
し
ば
ら
く
は
、
商
君
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
渾
ら
れ
た
に
相

違
な
い
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
前
三
〇
五
年
（
昭
嚢
王
二
）
の
桑
君
の
乱
で
あ
る
。
秦
本
紀
に
「
庶
長
壮
与
大
臣
・
諸
侯
・
公
子
為
逆
、
貫

長
、
及
恵
文
誌
面
不
得
干
死
、
悼
武
王
后
出
帰
魏
」
と
あ
り
、
恵
文
王
后
の
横
死
に
端
的
に
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
短
期
間
の
武
王
の
治
世
に

も
存
続
し
て
い
た
恵
文
王
道
の
政
権
成
員
は
こ
こ
に
一
掃
さ
れ
た
。
恵
文
王
に
対
す
る
反
逆
者
た
る
儲
君
の
復
活
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

前
三
〇
三
年
、
斉
が
韓
・
魏
を
率
い
て
楚
を
攻
め
、
楚
の
請
援
に
応
え
て
、
秦
が
出
兵
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
前
二
八
四
年
の
斉
妾
言
敗
滅
に

至
る
ま
で
は
、
秦
・
斉
二
大
強
国
の
対
立
が
政
治
史
の
推
移
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
す
で
に
斉
国
王
（
前
三
一
九
－
前
町
〇
一
）
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
孟
子
の
発
言
に
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
斉
地
で
は
、
管
仲
を
祖
師
に
奉
ず
る
学
派
が
成
立
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
藤
下
の
学
士
た
ち
に
よ
る

も
の
で
、
そ
の
集
大
成
が
『
管
子
』
で
あ
る
。
賢
相
艶
話
の
補
佐
を
得
た
斉
酒
精
の
覇
業
達
成
と
い
う
構
図
は
、
田
斉
諸
王
に
事
え
る
学
士
た

ち
の
願
望
を
投
影
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
孝
公
に
事
え
る
変
法
者
商
君
な
る
構
図
は
、
斉
と
の
対
立
と
い
う
趨
勢
の
中
で
、
秦
地
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

露
里
・
管
仲
に
対
抗
す
べ
く
生
み
出
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
。
『
商
君
書
』
に
『
管
子
』
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
覗
尼
君
書
』
泣
輪
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

多
く
戦
圏
晩
期
以
降
の
相
貌
を
呈
し
、
昭
嚢
王
以
降
の
事
件
に
往
々
に
雷
及
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
事
情
に
基
づ
く
。

　
『
韓
非
子
撫
五
藪
に
「
今
境
内
之
民
皆
器
治
、
蔵
商
・
管
之
法
者
家
有
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
戦
国
最
末
期
、
秦
の
商
君
学
派
は
、
斉
の
管

仲
学
派
に
並
び
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
勢
力
に
成
長
し
た
。
聖
君
学
派
の
盛
行
は
、
建
元
元
年
（
前
一
四
〇
）
の
丞
相
屡
説
の
言
言
に
、
「
所
書
賢
良
、

或
治
申
・
商
・
韓
非
・
蘇
秦
・
張
儀
詳
言
、
乱
国
政
、
請
皆
罷
」
（
『
漢
書
』
武
帝
紀
）
と
あ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
前
漢
武
帝
期
ま
で
は
継

続
し
て
い
る
。
儒
学
を
奉
ず
る
衛
縮
が
名
指
し
で
商
君
学
派
を
非
難
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
儒
家
の
商
君
批
判
が
進
行
し
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
漢
代
の
儒
家
は
、
始
審
の
「
焚
書
坑
儒
」
を
強
調
し
て
、
秦
を
専
ら
否
定
の
対
象
と
し
、
漢
の
正
統
性
を
翼
賛
す
る

こ
と
で
、
つ
い
に
は
正
統
思
想
の
地
位
を
独
占
し
た
。
秦
地
の
法
家
が
奉
じ
て
い
た
二
君
は
、
そ
の
過
程
で
秦
の
象
徴
と
し
て
否
定
的
に
記
号

化
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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『
史
記
』
の
商
君
像
は
年
代
記
に
基
づ
く
材
料
、
法
家
の
肯
定
的
言
説
、
儒
家
の
否
定
的
言
説
、
そ
の
他
の
説
話
が
混
在
し
た
も
の
で
あ
る
。

秦
が
戦
国
初
期
よ
り
様
々
な
施
策
を
以
て
強
国
化
を
図
っ
た
こ
と
は
年
代
記
的
記
述
に
確
認
で
き
る
が
、
個
別
的
・
彌
縫
的
で
あ
っ
た
そ
れ
ら

諸
政
策
が
焦
点
を
結
び
、
官
僚
制
的
に
編
制
・
運
用
さ
れ
る
一
個
の
国
制
に
整
合
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
戦
国
晩
期
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な

　
　
⑥

か
っ
た
。
法
家
の
言
説
に
認
め
ら
れ
る
変
法
者
と
し
て
の
商
君
像
は
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
な
さ
れ
た
過
去
の
諸
政
策
の
総
括
、
将
来
な
さ
れ

る
べ
き
諸
政
策
の
主
張
を
、
商
君
な
る
仮
構
の
人
格
に
集
成
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
と
り
わ
け
雲
夢
睡
虎
地
塁
簡
の
発
見
以
降
、
戦
国
晩
期
の
秦
を
同
時
代
資
料
で
語
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
が
、
商
君
変
法
研
究
に
よ

り
構
築
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
基
本
的
に
温
存
さ
れ
、
む
し
ろ
出
土
資
料
を
評
価
す
る
場
合
の
意
識
的
さ
ら
に
は
無
意
識
的
な
前
提
と
な
っ
て
き

た
。
出
土
資
料
の
増
加
に
基
づ
く
研
究
の
緻
密
化
は
、
文
献
に
伝
承
さ
れ
た
よ
り
大
き
な
歴
史
認
識
の
再
検
討
に
は
必
ず
し
も
結
実
し
な
か
っ

た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
商
君
変
法
な
る
「
史
実
」
を
自
明
の
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
個
の
「
歴
史
認
識
」
と
し
て
相
対
化
す
る
こ

と
、
そ
う
し
た
視
点
に
基
づ
き
馬
耕
変
法
・
秦
史
研
究
の
成
果
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
以
て
爾
後
の
課
題
と
し
た
い
。

①
江
藤
壷
星
観
ヨ
幽
草
出
土
楚
簡
に
「
雨
晒
公
孫
鞍
問
王
於
栽
郵
読
響
」
の
大
事

　
紀
年
が
見
え
る
（
荊
州
地
区
博
物
館
「
江
上
天
星
観
百
写
上
山
」
、
『
考
古
学
報
隔

　
一
九
八
二
一
一
）
。
報
告
者
は
、
楚
世
家
翌
翌
三
十
年
（
前
三
四
〇
）
「
秦
封
衛
鞍

　
於
商
、
南
侵
楚
扁
を
論
拠
に
、
秦
楚
友
好
の
下
限
を
前
三
四
〇
年
と
す
る
が
、
実

　
の
と
こ
ろ
、
こ
の
時
期
、
秦
楚
は
基
本
的
に
友
好
関
係
に
あ
り
、
両
国
が
実
際
に

　
交
戦
す
る
の
は
、
前
輪
＝
一
年
ま
で
降
る
。
拙
稿
「
王
普
成
立
考
」
（
上
掲
）
参

　
照
。
李
斯
冷
血
論
罪
孝
公
用
商
鞍
之
法
、
夕
風
易
俗
、
民
謡
股
盛
、
国
以
富
彊
、

　
百
姓
楽
用
、
諸
侯
親
服
、
獲
楚
魏
之
師
、
挙
地
千
里
、
至
今
治
彊
」
（
李
斯
列
伝
）

　
に
商
君
伐
楚
が
見
え
る
。
楚
世
家
は
、
『
戦
国
策
無
秦
策
一
「
斉
助
楚
攻
魏
扁
章

　
（
楚
世
家
・
張
儀
列
伝
に
も
引
用
）
に
張
儀
の
楚
へ
の
「
商
於
荒
地
」
割
譲
提
唱

　
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
秦
楚
交
界
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
商
君
の

　
商
・
於
へ
の
封
を
秦
楚
緊
張
の
契
機
と
し
て
逐
確
論
の
商
鴛
伐
楚
を
商
蟻
封
の
年

次
に
繋
げ
た
の
で
あ
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
逐
講
論
の
歴
史
認
識
は
、
昭
嚢
王

二
十
八
－
二
十
九
年
（
前
景
七
九
－
箭
二
七
八
）
の
事
件
で
あ
る
は
ず
の
「
覇
鄭

郵
偏
を
恵
文
王
の
事
談
に
連
ね
る
な
ど
厳
密
を
欠
き
、
従
っ
て
楚
世
家
の
記
述
も

依
拠
す
る
に
足
ら
な
い
。
と
ま
れ
、
天
星
観
楚
簡
に
よ
っ
て
商
君
が
楚
に
聰
し
た

こ
と
を
知
る
。
ま
た
、
闘
戦
国
策
睡
斉
策
五
「
蘇
秦
説
斉
閾
王
一
章
に
、
商
君
が

魏
恵
王
を
唆
し
て
丘
陵
の
敗
戦
に
追
い
込
ん
だ
推
移
を
記
す
。
孝
公
期
の
秦
に
と

っ
て
隣
国
魏
と
の
和
戦
が
最
も
主
要
な
外
交
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
孝
公
の
大
臣
た
る
編
鐘
が
対
魏
外
交
に
従
事
し
、
さ
ら
に
魏
に
聰
し
た
こ

と
は
十
分
に
あ
り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
門
三
晋
成
立
考
」
に
も
論
じ
た
よ
う

に
、
斉
堂
幅
は
、
魏
恵
王
の
称
鶴
・
二
王
に
関
わ
る
貴
重
な
史
実
を
断
片
的
に
伝

承
す
る
と
は
い
え
、
説
話
末
尾
の
門
華
瓶
時
、
秦
王
垂
供
受
西
河
之
外
学
が
、
費

誼
過
秦
論
の
「
当
面
時
也
、
商
君
佐
之
、
…
…
外
連
衡
悪
闘
諸
侯
、
於
是
秦
入
鋲
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昏

　
手
脚
取
西
河
之
外
漏
を
踏
ま
え
る
よ
う
に
、
過
秦
論
に
基
づ
く
創
作
で
あ
る
。
商

　
君
使
魏
な
る
説
話
の
主
題
は
、
史
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
以
上
に
、
「
外
連
衡

　
而
闘
諸
侯
」
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
拙
稿
「
零
本
期
の
王
位
継
承
と
系
譜
」
（
『
古
代
王
権
の
誕
生
日
一
、
角
川
轡
店
、

　
二
〇
〇
㎝
予
定
）
参
照
。

③
隅
孟
子
』
公
孫
丑
上
「
公
孫
丑
問
田
、
夫
子
当
路
於
斉
、
匿
穴
・
曇
子
之
功
可

　
復
許
乎
、
孟
子
日
、
子
誠
斉
人
也
、
知
管
仲
・
婁
子
而
已
突
偏
。

　
④
板
野
長
八
「
管
仲
の
参
国
伍
鄙
の
制
を
論
じ
て
商
鞍
の
縣
の
制
に
及
ぶ
」

　
（
『
東
方
学
撫
六
六
、
一
九
八
三
）
参
照
。

⑤
鄭
良
樹
袖
商
鞍
及
其
学
派
瞼
（
上
掲
）
参
照
。

⑥
拙
稿
「
孟
子
小
考
一
戦
国
中
期
の
国
家
と
社
会
一
」
（
『
立
命
館
文
学
輪
五
五
一
、

　
一
九
九
七
）
参
照
。

　
　
　
（
立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授
　
大
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An　lntroduction　to　Studies　in　Lord　Shang’s　Reforms

by

YOSHIMOTO　Michimasa

Many　scholars　have　studied　Sltangiun商法（Lord　Shang）’s　Reforrns，　but乞he　his－

to盤cal　reality　of　the　Ref6rms　has　never　been　exam血1ed．　In　this　article，　the　au－

thor　attempts　to　examine　this　problem　oR　the　basis　of　a　comprehensive　analysis　of

S彫史記’sdescription　of　Lord　Shang．　In　the丘rst　part，　he　comparatively　ex．

amines　Qinbenji秦本紀，　Liuguonianbiao六国年表　and　Shangy’unliezhuang

二君列伝，and　co並㎜s　the　order　of　these　descriptions　of　Lord　Shang，　the　general

condition　of　materials　conceming　Lord　Shar｝g　quoted　by　Shi’i，　and　the　characteris－

tics　of　Shi’i’s　creation．　ln　the　second　part，　on　the　basis　of　analysis　of　the　contra－

diction　between　Qinbenji　and　Shangy’unlie2huang，　he　confirms　that　Shi’i，　opposed

to　the　popular　theory，　dated　the　start　of　the　Reforms　to　the　ist　year　of　the　reign

of）liaogong孝公of　the　Qin　State，　Legends　abo紐t　Lord　Shang　befbre　3彫told

that　the　Reforms　continued　for　ten　years　or　so，　but　the　real　Lord　Shang　recorded

in　the　chronicle　matertals　acted　duririg　almost　the　whole　of　Xiaogong’s　24　year

reigri．　The　author　argues　that　to　solve　this　contradiction，　Shiji　dated　the　start　of

one　legend　to　the　lst　year，　and　the　end　of　another　to　the　24th　year　of　Xiaogong’s

reign．　ln　the　third　part，　he　analyzes　descriptions　about　the　Reforms　arid　con－

cludes　that　descriptions　about　the　first　Reforms　contradictory　to　chronicle　mate－

rials　were　created　aiiter　symbolization　of　Lord　Shang　as　an　ideal　refotmer　by　legal－

ists，　and　some　of　the　descriptions　about　the　second　Reforms　certainly　contained

chronicle　materia玉s，　but　the　Qianbo　F千K百system　was　secondariy　added　to　Lord

Shang　after　the　Forrner　Han　period．　Shi’i’s　descriptions　about　Lord　Shang　are　a

mixture　of　chronicle　materials，　legends　created　by　legalists　of　Lord　Shang’s　school

estabhshed　in　the　Qin　state　after　ZhaoXiangwang昭裏三E’s　re圭gn，　and　legends　cre－

ated　by　Confucians　of　the　Forrner　Han　period　after　negative　symboHzation　of　the

Qin　state　or　Lord　Shang．　As　far　as　reliabie　materials　suck　as　chronicles　are　con－

cemed，　the　historical　reality　of　the　Reforms　can　not　be　confuTned．　While　analysis

excavated　literary　materials　of　the　War血g　States，　Qin　and　the　Fo㎜er　Han

periods　have　recentiy　increased，　the　Reforms　must　not　be　premised　as　an　abso－

lute　historical　reality，　but　be　regarded　as　merely　part　of　historical　tradition．
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